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研
究
ノ
ー
ト
日
本
古
代
の
木
簡
を
用
は
じ
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
官
営
工
房
運
営
の
源
流
長
登
銅
山
出
土
木
簡
と
韓
国
羅
州
伏
岩
里
出
土
木
簡
の
比
較
検
討
　
日
本
古
代
の
宮
都
や
官
司
、
ま
た
地
方
官
衙
や
寺
院
、
貴
族
邸
宅
な
ど
、
こ
れ
ら
の
組
織
運
営
に
あ
た
り
、
木
簡
は
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
長
門
国
美
祢
郡
（
現
在
の
山
口
県
美
祢
市
美
東
町
）
に
所
在
し
た
古
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
銅
山
遺
跡
で
あ
る
、
長
登
銅
山
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
木
簡
群
に
着
目
し
て
き
た
。
同
遺
跡
か
ら
は
工
房
運
営
に
関
わ
る
文
書
木
簡
の
ほ
か
、
食
料
支
給
に
関
わ
る
伝
票
木
簡
、
さ
ら
に
銅
の
製
錬
や
管
理
に
用
い
ら
れ
た
銅
付
札
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
八
世
紀
の
古
代
官
衙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
の
様
相
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
、
ま
ず
製
錬
さ
れ
た
銅
に
つ
け
ら
れ
た
銅
付
札
木
簡
を
分
類
・
整
理
し
、
こ
れ
ら
の
木
簡
を
用
い
た
銅
の
生
産
管
理
法
を
解
明
し
、
長
登
銅
山
か
ら
長
門
鋳
銭
司
お
よ
び
都
へ
の
輸
送
方
法
に
つ
い
て
、
陸
路
に
お
け
る
駄
馬
の
利
畑
　
中
　
彩
　
子
用
、
海
路
に
お
け
る
船
の
利
用
、
ま
た
搬
出
の
た
め
の
港
湾
の
位
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
　
他
方
、
二
〇
〇
八
年
に
韓
国
の
羅
州
市
に
あ
る
百
済
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
伏
岩
里
遺
跡
よ
り
、
七
世
紀
代
初
頭
の
木
簡
が
出
土
し
た
。
あ
わ
せ
て
銅
や
鉄
の
精
錬
遺
構
や
遺
物
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
サ
善
泰
氏
を
は
じ
め
と
す
る
韓
国
側
の
研
究
者
か
ら
、
日
本
の
長
登
銅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
山
遺
跡
と
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
筆
者
は
韓
国
出
土
木
簡
に
触
れ
る
機
会
を
得
た
。
韓
国
人
研
究
者
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
木
簡
を
観
察
す
る
中
で
、
日
本
の
出
土
木
簡
と
の
共
通
点
と
相
違
点
だ
け
で
な
く
、
両
国
の
関
心
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
違
い
や
、
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
な
ど
も
感
じ
た
。
　
日
本
に
お
け
る
現
段
階
で
出
土
し
た
木
簡
の
最
古
の
例
は
、
七
世
紀
中
頃
に
遡
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
朝
鮮
半
島
の
木
簡
は
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
代
の
も
の
も
多
く
、
さ
ら
に
時
期
を
遡
る
も
の
も
あ
る
。
日
本
列
島
で
は
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
あ
た
り
、
畑中日本古代の木簡を用いた官営工房運営の源流377
都
だ
け
で
な
く
全
国
規
模
で
木
簡
を
用
い
た
官
衙
運
営
が
開
始
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
の
源
流
を
考
え
る
上
で
、
朝
鮮
半
島
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
と
の
交
流
の
過
程
で
、
木
簡
も
両
国
で
共
通
点
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
　
本
稿
で
は
、
韓
国
出
土
の
木
簡
と
日
本
の
木
簡
と
に
比
較
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
比
較
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
は
、
あ
る
程
度
の
ま
と
ま
っ
た
木
簡
群
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
木
簡
の
記
載
内
容
の
み
な
ら
ず
、
木
簡
の
形
状
、
出
土
遺
構
、
出
土
遺
跡
の
性
質
な
ど
を
複
合
的
に
捉
え
、
木
簡
群
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
と
、
八
二
八
点
と
い
う
出
土
点
数
、
古
代
の
地
方
官
営
工
房
と
い
う
性
格
か
ら
、
長
登
銅
山
出
土
木
簡
は
非
常
に
有
益
な
木
簡
群
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
長
登
銅
山
遺
跡
出
土
の
木
簡
と
、
羅
州
伏
岩
里
遺
跡
出
土
の
木
簡
を
主
な
検
討
の
対
象
と
す
る
。
金
属
の
生
産
段
階
に
は
、
採
掘
し
た
鉱
石
か
ら
素
材
と
な
る
金
属
を
抽
出
す
る
「
製
錬
」
、
製
錬
さ
れ
た
粗
金
属
か
ら
、
さ
ら
に
不
純
物
を
除
い
て
質
の
よ
い
金
属
を
作
り
出
す
「
精
錬
」
が
あ
る
。
長
登
銅
山
で
は
「
製
錬
」
が
行
わ
れ
、
平
地
に
所
在
し
た
伏
岩
里
遺
跡
で
は
「
精
錬
」
が
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
金
属
生
産
に
関
わ
る
遺
跡
で
あ
り
、
木
簡
群
の
性
格
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
類
似
性
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
　
以
上
を
踏
ま
え
、
日
本
古
代
史
研
究
者
の
視
点
か
ら
、
両
遺
跡
の
木
簡
を
用
い
た
官
衙
の
運
営
方
法
、
及
び
文
書
行
政
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
し
参
考
文
献
と
し
て
は
主
と
し
て
日
本
語
で
書
か
れ
た
も
の
を
参
照
す
る
に
と
ど
ま
り
、
韓
国
で
発
表
さ
れ
た
論
文
等
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
つ
の
試
み
と
し
て
、
今
後
の
研
究
の
課
題
を
提
示
で
き
れ
ば
と
思
う
。
一
　
朝
鮮
半
島
出
土
木
簡
の
概
要
　
　
（
一
）
　
韓
国
木
簡
の
研
究
状
況
と
木
簡
出
土
遺
跡
　
本
格
的
な
韓
国
木
簡
の
研
究
は
一
九
九
〇
年
代
に
始
ま
る
が
、
二
〇
〇
四
年
の
『
韓
国
の
古
代
木
簡
』
（
国
立
昌
原
文
化
財
研
究
所
）
の
刊
行
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
一
部
し
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
韓
国
木
簡
の
画
像
と
釈
読
が
公
開
さ
れ
、
一
気
に
研
究
が
進
む
土
壌
が
生
ま
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
国
立
扶
余
博
物
館
で
行
な
わ
れ
た
木
簡
展
示
の
図
録
に
は
、
百
済
木
簡
の
多
く
が
ま
と
め
て
報
告
さ
れ
、
さ
ら
に
発
掘
調
査
を
担
当
し
た
博
物
館
・
研
究
所
・
大
学
な
ど
を
中
心
に
、
各
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
が
相
次
い
で
報
告
さ
れ
る
な
ど
（
こ
れ
ら
の
多
く
が
各
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
韓
国
外
の
研
究
者
に
対
し
て
も
入
手
の
便
が
は
か
ら
れ
て
い
る
）
、
研
究
の
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
　
さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
に
韓
国
木
簡
学
会
が
発
足
し
、
日
本
で
も
急
速
に
朝
鮮
半
島
出
土
木
簡
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
韓
の
研
究
者
に
よ
る
土
ハ
同
調
査
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
両
国
の
研
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
究
者
に
よ
っ
て
木
簡
の
解
読
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
韓
国
側
の
研
究
者
が
積
極
的
に
日
本
の
論
文
を
利
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
直
接
に
韓
国
語
の
論
文
を
参
照
し
た
り
、
日
本
語
で
韓
国
側
の
論
文
が
紹
介
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
い
の
が
現
状
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ハ
お
　
で
あ
る
。
　
さ
て
現
在
の
朝
鮮
半
島
で
出
土
し
た
木
簡
は
、
李
成
市
氏
の
整
理
に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
は
お
よ
そ
二
七
の
遺
跡
か
ら
発
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
数
は
約
五
八
〇
点
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
出
土
点
数
約
三
二
万
点
と
比
べ
る
と
そ
の
点
数
は
少
な
い
が
、
二
〇
一
一
年
八
月
に
お
け
る
集
計
に
お
い
て
、
百
済
の
首
都
で
あ
っ
た
扶
余
の
陵
山
里
寺
趾
か
ら
一
四
五
点
、
新
羅
の
威
安
の
城
山
山
城
遺
跡
か
ら
二
一
九
点
、
慶
州
の
月
城
咳
字
遺
跡
か
ら
二
五
点
、
雁
鴨
池
遺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
跡
よ
り
六
一
点
な
ど
計
七
一
二
点
と
さ
れ
て
お
り
、
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
も
各
地
で
の
出
土
報
告
が
相
次
ぎ
、
今
後
の
点
数
増
加
も
必
至
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
も
、
荷
札
、
付
札
、
伝
票
、
帳
簿
、
文
書
木
簡
、
『
論
語
」
木
簡
、
呪
符
・
祭
祀
木
簡
、
習
書
木
簡
、
題
籔
軸
、
封
織
木
簡
、
削
屑
な
ど
、
多
様
な
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
　
ま
ず
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
成
果
に
従
い
、
朝
鮮
半
島
出
土
木
簡
と
関
連
遺
跡
に
つ
い
て
概
要
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
A
）
　
百
済
地
域
　
主
と
し
て
都
の
お
か
れ
て
い
た
扶
余
地
域
を
中
心
に
出
土
し
て
い
る
。【
忠
清
南
道
扶
余
邑
】
王
宮
、
官
司
、
寺
院
に
関
連
す
る
、
六
世
紀
　
か
ら
の
木
簡
が
出
土
。
・
官
北
里
　
　
　
洒
批
都
城
の
王
宮
跡
お
よ
び
官
衙
遺
跡
。
官
衙
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
営
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
木
簡
が
出
土
。
・
双
北
里
・
宮
南
池
・
陵
山
里
寺
趾
こ
の
他
に
も
、
米
の
貸
借
に
関
わ
る
木
簡
「
戊
寅
年
（
六
一
八
）
六
月
中
佐
官
貸
食
記
」
、
お
よ
び
題
籔
軸
な
ど
が
出
土
。
宮
苑
遺
跡
。
「
水
田
」
と
書
か
れ
た
開
墾
に
ま
つ
わ
る
木
簡
が
出
土
。
酒
批
の
羅
城
の
す
ぐ
東
側
に
存
在
し
た
王
室
の
寺
院
跡
。
僧
侶
の
名
前
を
記
し
た
も
の
、
呪
術
的
な
木
簡
、
食
料
支
給
、
荷
札
、
削
屑
な
ど
、
様
々
な
形
式
の
木
簡
が
出
土
。
あ
ら
た
に
木
簡
の
出
土
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
【
全
羅
北
道
益
山
市
】
・
弥
勒
寺
趾
　
　
王
室
の
寺
院
で
あ
り
、
棒
状
の
木
簡
（
触
）
が
出
　
　
　
　
　
　
　
土
。
二
〇
〇
九
年
に
、
石
塔
の
心
柱
石
上
面
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
舎
利
壺
と
由
緒
を
記
し
た
金
銅
板
お
よ
び
「
中
部
　
　
　
　
　
　
　
徳
率
支
受
施
金
萱
両
」
と
か
か
れ
た
金
製
の
小
型
　
　
　
　
　
　
　
板
も
出
土
し
て
い
る
。
【
全
羅
南
道
羅
州
市
】
・
伏
岩
里
　
　
　
百
済
の
地
方
行
政
機
関
の
遺
跡
と
み
ら
れ
、
三
〇
　
　
　
　
　
　
　
点
を
超
え
る
木
簡
が
出
土
。
（
B
）
　
新
羅
・
統
一
新
羅
　
最
も
古
い
木
簡
は
六
世
紀
に
遡
り
、
時
期
的
に
も
九
世
紀
に
至
る
年
代
幅
を
持
つ
。
新
羅
の
宮
都
、
東
宮
関
連
遺
跡
な
ど
が
あ
っ
た
慶
州
の
ほ
か
、
朝
鮮
半
島
各
地
に
あ
っ
た
地
方
行
政
施
設
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
畑中日本古代の木簡を用いた官営工房運営の源流379
【
慶
尚
南
道
威
安
郡
】
・
城
山
山
城
旧
安
羅
国
（
加
耶
諸
国
）
の
威
安
に
置
か
れ
た
山
城
で
、
五
六
二
年
に
新
羅
が
こ
の
地
域
を
掌
握
し
た
後
は
、
新
羅
の
重
要
な
地
方
軍
事
拠
点
と
な
っ
　
　
　
け
　
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
六
百
点
を
超
え
る
木
製
品
が
出
土
し
て
お
り
、
木
簡
は
二
〇
〇
六
年
ま
で
に
一
六
二
点
、
さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
度
に
新
た
に
七
六
点
が
出
土
し
た
。
地
名
や
人
名
を
記
す
付
札
木
簡
を
多
数
含
む
、
六
世
紀
の
木
簡
群
で
あ
る
。
【
慶
尚
南
道
金
海
市
】
・
鳳
鳳
洞
　
　
　
四
面
に
墨
書
の
あ
る
棒
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
出
土
し
て
い
る
。
【
京
畿
道
河
南
市
】
・
二
聖
山
城
【
仁
川
広
域
市
】
・
桂
陽
山
城
（
触
）
の
論
語
木
簡
が
ソ
ウ
ル
市
近
郊
に
所
在
す
る
山
城
で
、
棒
状
木
簡
や
付
札
が
出
土
。
戊
辰
年
（
六
〇
八
）
の
年
紀
を
も
つ
木
簡
に
は
「
南
漢
城
道
使
」
の
文
字
が
見
え
、
南
漢
城
と
周
辺
地
域
と
の
連
絡
に
用
い
ら
れ
た
文
書
木
簡
と
み
ら
れ
る
。
五
面
に
墨
書
の
あ
る
棒
状
の
論
語
木
簡
が
出
土
。
【
慶
尚
北
道
慶
州
市
】
・
月
城
咳
字
新
羅
の
王
宮
で
あ
る
月
城
の
外
郭
部
分
か
ら
出
土
。
六
世
紀
半
ば
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
の
木
簡
群
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
文
書
様
の
四
面
木
簡
や
付
札
を
含
む
。
・
雁
鴨
池
・
伝
仁
容
寺
跡
　
マ
ま
）
こ
、
　
ー
・
カ
ー
し
て
い
る
。
慶
州
国
立
博
物
館
敷
地
内
か
ら
も
、
一
九
七
五
年
に
韓
国
初
の
木
簡
が
出
土
。
統
一
新
羅
時
代
の
東
宮
庭
園
跡
お
よ
び
宮
廷
官
衙
跡
で
あ
り
、
墨
書
の
あ
る
木
簡
四
〇
点
の
う
ち
、
食
料
の
支
給
や
管
理
に
関
わ
る
八
世
紀
の
付
札
が
二
〇
数
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
点
出
土
し
て
い
る
。
記
載
方
法
な
ど
、
長
屋
王
家
木
簡
と
の
類
似
点
が
多
く
、
今
後
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
の
考
証
が
可
能
だ
ろ
う
。
「
龍
王
」
と
記
す
刀
子
型
の
木
簡
一
点
が
出
土
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
簡
数
点
が
出
土
【
慶
尚
南
道
昌
寧
郡
】
・
火
旺
山
城
　
　
「
龍
王
」
と
記
さ
れ
た
、
九
世
紀
代
の
呪
術
的
要
　
　
　
　
　
　
　
素
を
持
つ
人
形
の
木
簡
が
出
土
。
　
以
上
が
主
な
三
国
時
代
の
木
簡
で
あ
る
。
高
麗
時
代
の
木
簡
に
は
、
忠
清
南
道
泰
安
沖
の
馬
島
か
ら
み
つ
か
っ
た
沈
没
船
［
泰
安
沈
船
］
の
内
部
か
ら
、
陶
磁
器
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
木
簡
お
よ
び
竹
簡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
進
上
者
の
名
前
な
ど
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
全
羅
南
道
新
安
沖
合
で
見
つ
か
っ
た
日
本
か
ら
の
輸
送
船
［
新
安
沈
船
］
か
ら
も
、
東
福
寺
な
ど
日
本
か
ら
の
輸
送
品
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
木
簡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
壌
で
発
掘
さ
れ
た
高
句
麗
の
も
の
と
み
ら
れ
る
木
簡
と
し
て
『
論
語
』
木
簡
な
ど
が
知
ら
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
が
、
こ
こ
で
の
紹
介
に
と
ど
め
る
。
　
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
半
島
各
地
か
ら
木
簡
の
出
土
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な
る
研
究
材
料
が
整
っ
て
い
く
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
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韓
国
木
簡
の
多
く
は
、
一
か
所
の
遺
跡
か
ら
の
出
土
点
数
や
種
類
が
少
な
い
場
合
や
、
木
簡
が
出
土
し
た
遺
跡
の
性
質
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
も
多
い
。
よ
っ
て
、
同
一
遺
跡
か
ら
一
定
点
数
以
上
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
複
数
の
形
式
の
木
簡
を
含
む
こ
と
、
出
土
遺
跡
の
性
質
と
の
関
連
性
が
見
出
せ
る
も
の
を
、
比
較
対
象
可
能
な
「
木
簡
群
」
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
す
る
。
　
　
（
二
）
羅
州
伏
岩
里
遺
跡
の
概
要
　
伏
岩
里
遺
跡
は
、
現
在
の
全
羅
南
道
羅
州
市
多
侍
面
伏
岩
里
に
存
在
す
る
、
七
世
配
初
頭
の
百
済
の
地
方
官
衙
、
お
よ
び
工
房
と
み
ら
れ
る
遺
跡
で
あ
る
。
羅
州
市
は
朝
鮮
半
島
の
南
西
の
端
、
栄
山
江
流
域
に
位
置
し
、
光
州
市
に
隣
接
す
る
地
で
あ
る
。
『
三
国
史
記
』
巻
三
七
地
理
4
百
済
に
「
嚢
羅
郡
豆
腸
縣
」
と
見
え
て
い
る
こ
と
、
同
遺
跡
の
共
伴
遺
物
と
し
て
コ
豆
胎
舎
」
銘
の
銘
文
土
器
の
胴
体
部
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
地
が
百
済
の
登
羅
郡
豆
胎
縣
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
　
遺
跡
の
年
代
は
土
器
な
ど
の
遺
物
や
、
百
済
の
官
等
を
記
し
た
木
簡
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
＝
号
木
簡
に
み
え
る
「
庚
午
年
」
の
年
紀
は
、
百
済
武
王
一
一
年
に
あ
た
る
六
一
〇
年
と
見
る
の
が
、
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
在
の
主
だ
っ
た
見
解
で
あ
る
。
ま
た
遺
構
の
年
代
に
つ
い
て
も
、
木
簡
が
出
土
し
た
大
型
縦
穴
の
う
ち
、
木
簡
が
出
土
し
た
一
～
三
メ
ー
ト
ル
の
堆
積
層
は
、
早
け
れ
ば
六
世
紀
末
に
は
じ
ま
り
、
遅
く
と
も
七
世
紀
半
ば
ま
で
の
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
の
廃
棄
も
ほ
ぼ
同
時
期
と
さ
れ
て
お
り
、
木
簡
の
使
用
時
期
は
お
お
よ
そ
六
世
紀
末
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
か
ら
七
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
櫨
跡
、
銅
増
塙
、
送
風
管
片
、
櫨
壁
片
、
鋳
造
鉄
片
、
流
出
津
な
ど
、
鉄
や
銅
の
「
精
錬
」
に
関
わ
る
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
発
掘
当
初
は
製
鉄
・
製
銅
関
連
遺
跡
と
推
定
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所
の
金
聖
範
氏
は
、
同
遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
、
七
世
紀
代
の
羅
州
伏
岩
里
一
帯
に
あ
っ
た
上
級
官
庁
と
周
辺
郡
県
と
の
意
思
伝
達
体
系
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
同
時
期
の
羅
州
地
域
地
方
行
政
の
一
断
面
を
見
せ
る
も
の
と
指
摘
す
る
。
　
こ
の
遺
構
か
ら
六
五
点
の
木
製
品
が
出
土
し
、
う
ち
木
簡
が
一
三
点
、
文
字
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
＝
二
点
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
形
状
に
つ
い
て
は
、
使
用
後
に
形
を
へ
ら
状
に
改
め
た
も
の
［
三
号
木
簡
］
も
あ
り
、
内
容
も
こ
れ
ま
で
の
韓
国
出
土
木
簡
と
比
較
し
て
多
彩
で
、
当
時
の
伏
岩
里
に
お
か
れ
た
役
所
の
運
営
を
想
定
さ
せ
る
素
材
と
な
っ
て
い
る
。
　
ま
た
、
長
登
銅
山
木
簡
と
共
通
す
る
内
容
も
あ
り
、
双
方
と
も
地
方
の
官
衙
運
営
を
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
木
簡
群
と
い
え
る
。
　
な
お
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
銅
の
使
用
は
遺
物
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
が
、
三
国
時
代
の
銅
山
や
採
掘
場
所
に
つ
い
て
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
百
済
に
お
け
る
銅
製
品
の
製
作
場
所
に
つ
い
て
は
、
宋
義
政
氏
に
よ
っ
て
、
増
塙
や
か
ら
み
（
ス
ラ
グ
）
な
ど
の
精
錬
遺
物
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
見
つ
か
っ
た
遺
跡
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
扶
余
の
陵
山
里
寺
趾
か
ら
も
工
房
跡
が
み
つ
か
っ
て
お
り
、
寺
や
官
衙
遺
跡
に
工
房
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
新
羅
に
つ
い
て
も
、
慶
州
の
皇
南
洞
三
七
六
番
地
の
推
定
官
営
工
房
跡
（
一
九
九
一
年
発
掘
）
、
王
宮
や
都
城
畑中日本古代の木簡を用いた官営工房運営の源流381
区
域
、
東
川
洞
遺
跡
な
ど
か
ら
も
、
送
風
管
や
増
塙
、
ス
ラ
グ
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
　
日
本
に
お
い
て
も
平
城
宮
跡
の
ほ
か
に
、
東
大
寺
な
ど
の
寺
社
、
長
屋
王
邸
な
ど
の
貴
族
邸
宅
跡
か
ら
も
、
銅
の
精
錬
の
跡
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
銅
製
品
の
生
産
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
馳
。
ま
た
長
登
銅
山
の
所
在
し
た
長
門
国
内
に
お
い
て
は
、
長
門
鋳
銭
司
の
ほ
か
、
各
地
で
銅
生
産
関
連
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
遺
跡
、
平
原
遺
跡
、
中
村
遺
跡
、
蔵
目
喜
銅
山
跡
な
ど
）
。
二
長
登
銅
山
出
土
木
簡
と
韓
国
羅
州
伏
岩
里
出
土
木
簡
の
比
較
　
　
（
一
）
　
長
登
銅
山
出
土
木
簡
の
概
要
　
さ
て
日
本
で
は
、
長
登
銅
山
か
ら
出
土
し
た
木
簡
か
ら
古
代
銅
山
の
経
営
、
銅
の
生
産
管
理
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
　
そ
の
管
理
・
支
配
系
統
は
、
長
登
銅
山
が
所
在
す
る
長
門
国
を
筆
頭
に
、
美
祢
郡
司
、
「
雪
山
政
所
」
［
三
九
七
号
木
簡
］
と
称
さ
れ
た
採
銅
所
と
な
る
。
「
雪
邑
山
」
宛
て
の
符
が
あ
る
こ
と
［
五
三
七
号
木
簡
］
、
美
祢
郡
司
を
差
出
と
す
る
木
簡
が
あ
る
こ
と
［
五
三
五
木
簡
］
か
ら
、
こ
の
「
雪
山
政
所
」
が
直
接
的
に
管
理
を
行
な
っ
て
い
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
木
簡
に
み
え
る
年
紀
は
、
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
か
ら
天
平
五
年
（
七
三
三
）
で
あ
り
、
お
お
よ
そ
八
世
紀
前
半
頃
の
木
簡
群
で
あ
る
。
　
長
登
銅
山
出
土
木
簡
に
は
、
食
料
支
給
に
関
す
る
も
の
、
銅
の
生
産
に
関
わ
る
も
の
（
工
人
管
理
、
生
産
管
理
、
炭
の
管
理
）
な
ど
が
あ
り
、
採
銅
所
運
営
の
様
々
な
場
面
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
特
に
銅
イ
ン
ゴ
ッ
ト
に
付
け
ら
れ
た
銅
付
札
に
は
生
産
者
名
、
製
錬
さ
れ
た
銅
の
分
量
、
年
月
日
（
も
し
く
は
「
○
月
功
」
）
、
宛
名
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
、
銅
の
生
産
者
と
受
給
者
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宛
名
に
つ
い
て
は
、
木
簡
に
記
載
さ
れ
た
「
判
官
殿
」
「
豊
前
門
司
」
「
家
原
殿
」
「
大
殿
」
な
ど
だ
け
で
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
く
、
正
倉
院
文
書
に
見
え
る
記
載
や
、
銅
の
成
分
分
析
な
ど
か
ら
、
奈
良
の
東
大
寺
に
も
送
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
勿
論
、
当
時
の
重
要
な
用
途
で
あ
る
銅
銭
の
材
料
と
し
て
、
長
門
鋳
銭
司
へ
送
ら
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
長
登
銅
山
遺
跡
か
ら
は
、
文
書
木
簡
、
付
札
、
伝
票
、
そ
し
て
削
屑
な
ど
様
々
な
形
態
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
木
簡
を
用
い
た
文
書
行
政
が
行
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
　
伏
岩
里
木
簡
の
記
載
内
容
も
多
岐
に
わ
た
る
。
郡
か
ら
の
、
あ
る
い
は
郡
へ
の
命
令
を
伝
え
る
文
書
、
食
料
に
関
す
る
も
の
、
そ
こ
で
働
く
人
員
の
管
理
な
ど
、
当
時
伏
岩
里
に
置
か
れ
て
い
た
官
衙
の
経
営
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
木
簡
群
で
あ
り
、
長
登
銅
山
木
簡
と
重
な
る
部
分
も
多
い
。
よ
っ
て
次
節
に
て
、
両
遺
跡
の
木
簡
を
対
照
さ
せ
て
、
全
体
像
を
捉
え
る
こ
と
と
す
る
。
　
　
（
二
）
　
食
料
関
連
木
簡
　
ま
ず
組
織
の
運
営
上
で
欠
か
せ
な
い
食
料
に
関
し
て
、
連
木
簡
を
挙
げ
る
。
米
支
給
関
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長
登
銅
山
木
簡
①
・
「
　
　
　
　
天
平
三
年
九
月
　
　
く
佐
美
郷
槻
原
里
庸
米
六
斗
　
・
「
＜
戸
主
日
下
マ
ロ
ロ
正
丁
米
三
斗
　
　
　
的
嶋
足
正
丁
米
三
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㊤
㎝
。
心
O
・
Q
o
②
・
「
＜
渚
鋤
里
庸
米
六
斗
」
」
O
。
。
卜
⊃
［
長
登
一
五
〇
］
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膳
大
伴
マ
ロ
次
三
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膳
大
伴
マ
大
万
呂
三
斗
」
　
　
　
　
や
ゆ
　
カ
　
　
・
「
＜
口
口
口
年
九
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
。
。
・
曲
・
心
　
O
。
。
“
。
［
長
登
一
一
七
］
③
「
合
百
六
十
九
斜
六
斗
十
月
一
日
送
美
祢
郡
口
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
b
。
O
Q
。
）
・
念
・
刈
　
自
O
［
長
登
四
二
三
］
　
①
②
は
上
部
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
形
式
の
付
札
木
簡
で
あ
り
、
両
面
に
分
け
て
、
米
を
供
出
し
た
地
域
名
、
物
品
名
［
庸
米
］
、
数
量
［
斗
］
、
年
月
日
、
提
出
者
な
ど
を
記
載
し
て
い
る
。
②
の
和
銅
四
年
（
七
＝
）
の
年
紀
は
長
登
銅
山
木
簡
の
中
で
一
番
古
い
が
、
現
在
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
佐
美
郷
は
、
『
和
名
類
聚
抄
』
に
「
長
門
国
美
禰
郡
」
に
所
在
す
る
地
名
と
し
て
、
「
渚
鋤
郷
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
も
見
え
、
「
須
＼
木
1
ー
ス
ス
キ
」
と
読
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
他
、
「
厚
佐
郡
久
喜
郷
」
（
長
門
国
厚
狭
郡
）
［
一
九
四
号
］
な
ど
が
み
え
て
い
る
。　
こ
れ
ら
の
付
札
に
み
え
る
地
名
の
多
く
は
、
③
の
よ
う
に
長
登
銅
山
が
所
在
し
た
美
祢
郡
な
い
し
は
近
郊
の
地
名
で
あ
り
、
長
門
国
内
で
庸
米
と
し
て
収
納
さ
れ
た
米
が
、
長
登
銅
山
に
支
給
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
米
は
本
来
な
ら
ば
中
央
政
府
へ
送
ら
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
米
が
都
に
回
送
さ
れ
ず
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
直
接
近
隣
の
長
登
銅
山
に
配
給
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
春
米
に
も
④
の
よ
う
に
美
祢
郷
（
岸
郷
）
の
も
の
が
み
え
る
［
四
二
七
・
五
四
六
号
］
。
④
・
「
＜
美
祢
郷
春
米
六
斗
　
　
」
　
・
「
＜
天
平
三
年
六
月
十
四
日
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
㎝
α
・
G
。
㎝
・
①
　
O
c
。
N
［
長
登
三
一
＝
　
さ
ら
に
採
銅
所
内
で
の
米
の
差
配
に
あ
た
っ
て
も
、
木
簡
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
⑤
「
春
米
連
宮
弓
　
上
米
二
斗
一
升
　
十
五
日
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
。
O
刈
・
b
。
㊤
・
㎝
．
㎝
　
O
蟄
［
長
登
一
四
〇
］
⑥
口
進
上
大
伴
殿
春
米
五
斗
七
升
口
口
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卜
。
α
G
。
）
・
（
①
α
）
・
㎝
　
O
°
。
一
［
長
登
一
七
六
］
　
⑤
は
春
米
連
宮
弓
た
対
し
て
、
夕
十
五
日
分
の
上
米
二
斗
一
升
を
支
給
し
た
伝
票
で
あ
る
。
ま
た
⑥
は
大
伴
殿
に
春
米
を
進
上
し
た
木
簡
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
米
の
進
上
が
木
簡
に
よ
っ
て
連
絡
さ
れ
て
い
た
。
『
養
老
令
』
賦
役
令
5
計
帳
条
に
よ
る
と
、
庸
米
は
衛
士
・
仕
丁
・
采
女
・
女
丁
ら
の
食
の
ほ
か
、
役
民
の
雇
用
の
直
お
よ
び
食
糧
と
し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
一
四
一
号
木
簡
に
「
石
虫
月
根
五
斗
」
と
見
え
、
月
根
と
し
て
米
が
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
　
｝
方
、
伏
岩
里
遺
跡
で
も
米
の
や
り
取
り
を
示
す
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
畑中日本古代の木簡を用いた官営工房運営の源流383
⑦
伏
岩
里
一
〇
号
木
簡
・
「
く
郡
得
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
・
「
＜
口
子
口
州
久
門
米
付
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
扇
。
。
．
b
。
⑩
．
刈
　
上
部
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
下
端
が
半
分
ほ
ど
破
損
し
て
い
る
付
札
状
の
木
簡
で
あ
る
。
お
も
て
面
に
は
「
郡
得
分
」
と
あ
り
、
郡
が
何
か
し
ら
の
物
品
を
「
得
た
分
／
得
る
分
」
を
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
李
成
市
氏
は
、
こ
の
木
簡
が
出
土
地
で
廃
棄
さ
れ
た
な
ら
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
伏
岩
里
に
郡
衙
が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
裏
面
の
意
味
は
取
り
づ
ら
い
が
、
金
聖
範
氏
は
「
州
久
川
（
門
）
」
を
人
名
と
み
て
、
こ
の
人
物
が
送
付
・
納
付
し
た
物
品
に
対
す
る
報
告
用
の
木
簡
と
し
　
　
　
　
　
て
い
る
。
末
尾
を
「
米
を
付
す
」
と
読
む
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
郡
に
お
け
る
米
の
や
り
取
り
に
用
い
ら
れ
た
付
札
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。⑧
伏
岩
里
四
号
木
簡
・
「
郡
佐
口
口
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
文
　
」
・
「
受
米
之
及
八
月
八
旦
局
嵯
支
口
記
遺
口
之
好
口
口
口
又
及
告
日
　
口
口
　
費
之
口
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
口
口
口
　
八
月
六
日
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
O
G
◎
・
匿
・
一
〇
　
長
さ
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
韓
国
で
最
大
か
つ
最
長
の
完
形
木
簡
で
あ
る
。
「
郡
佐
」
と
は
、
伏
岩
里
が
所
在
し
た
「
郡
」
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
第
二
番
目
の
地
位
に
あ
る
役
人
を
指
す
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
木
簡
の
先
頭
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
郡
佐
」
が
裏
面
の
内
容
を
命
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
郡
佐
の
下
に
三
文
字
、
最
下
部
に
「
口
文
」
の
文
字
が
存
在
し
て
い
る
が
、
写
真
か
ら
は
現
在
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
最
下
部
の
文
字
は
裏
面
に
続
く
可
能
性
も
あ
る
が
、
「
及
」
で
継
が
れ
る
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
「
受
米
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
米
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
内
容
と
み
な
せ
、
伏
岩
里
で
も
米
の
授
受
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
金
聖
範
氏
は
、
米
の
受
給
に
関
連
し
、
「
受
之
」
と
「
賓
之
」
が
対
句
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
租
税
や
救
位
・
賑
貸
に
関
連
す
る
事
項
を
命
じ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
八
月
八
日
ま
で
に
、
米
の
受
給
を
完
了
せ
よ
と
い
う
命
令
を
八
月
六
日
に
下
し
た
と
み
る
の
が
合
理
的
で
あ
り
、
表
裏
の
記
載
内
容
か
ら
、
地
方
官
庁
中
の
上
級
官
庁
と
下
級
官
庁
と
の
間
に
あ
っ
た
行
政
文
書
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
伏
岩
里
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
点
か
ら
、
こ
の
文
書
の
受
信
地
は
伏
岩
里
一
円
に
あ
っ
た
官
庁
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
八
月
八
日
以
下
の
詳
細
な
内
容
は
、
文
字
の
残
存
具
合
が
悪
く
不
明
で
あ
る
が
、
「
高
嵯
」
と
の
何
ら
か
の
や
り
取
り
を
伝
え
る
文
書
木
簡
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
　
な
お
扶
余
の
双
北
里
遺
跡
か
ら
、
百
済
時
代
に
お
け
る
米
の
貸
借
（
出
挙
木
簡
か
）
を
記
す
木
簡
「
佐
官
貸
食
記
」
も
出
土
し
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
佐
官
」
も
、
あ
る
官
庁
の
第
二
等
官
と
み
な
せ
る
。
　
ま
た
陵
山
里
寺
趾
出
土
の
、
「
支
薬
児
食
米
記
」
［
一
号
］
と
称
さ
れ
る
木
簡
は
、
寺
院
に
お
け
る
米
の
支
給
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
に
扶
余
の
旧
衙
里
（
中
央
聖
潔
教
会
遺
跡
）
か
ら
「
太
公
西
美
前
マ
赤
米
二
石
く
」
と
記
す
付
札
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
百
済
の
行
政
区
分
「
前
部
」
を
示
す
文
字
が
み
え
て
お
り
、
切
り
込
み
の
あ
る
形
状
か
ら
も
、
赤
384東洋文化研究14号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
が
旧
衙
里
に
輸
送
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
　
長
登
銅
山
で
は
周
防
国
の
調
塩
の
荷
札
が
出
土
し
て
お
り
、
米
以
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
外
の
食
料
も
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伏
岩
里
遺
跡
に
は
米
以
外
の
食
料
に
関
す
る
木
簡
は
な
い
が
、
新
羅
の
城
山
山
城
で
は
米
の
ほ
か
、
稗
や
麦
［
四
七
号
］
の
付
札
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
伏
岩
里
に
も
様
々
な
食
料
が
各
地
よ
り
供
給
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
⑨
長
登
二
五
号
木
簡
・
「
く
周
防
國
大
嶋
郡
屋
代
郷
口
口
里
口
口
調
塩
」
・
「
＜
三
斗
　
　
　
　
　
天
平
四
年
四
月
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
旨
b
σ
）
・
b
。
O
・
刈
　
O
ω
O
　
　
　
　
　
　
　
お
　
⑩
城
山
山
城
木
簡
　
「
甘
文
城
下
口
米
十
一
斗
石
啄
大
村
口
次
待
口
口
　
く
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
。
㎝
O
・
。
。
O
（
厚
さ
不
明
）
　
食
料
の
受
給
・
供
給
は
官
衙
運
営
の
基
本
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
食
料
の
輸
送
に
関
わ
る
木
簡
や
、
管
理
の
た
め
の
付
札
が
存
在
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
官
衙
の
性
格
と
食
料
の
供
給
場
所
を
考
え
る
と
、
新
羅
・
百
済
の
両
国
に
お
い
て
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
、
す
で
に
官
営
の
食
料
供
給
ル
ー
ト
が
確
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
伏
岩
里
の
米
に
関
わ
る
木
簡
に
「
郡
」
の
文
字
が
見
え
て
い
る
こ
と
は
、
郡
が
こ
れ
ら
の
食
糧
管
理
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
米
の
管
理
や
供
給
に
対
す
る
木
簡
の
使
用
は
、
伏
岩
里
の
官
衙
的
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
事
例
を
待
ち
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
　
（
三
）
　
人
員
の
徴
発
・
逃
亡
関
連
木
簡
　
人
員
の
徴
発
・
差
配
・
管
理
に
関
す
る
木
簡
も
両
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
。
⑪
長
登
三
九
八
号
木
簡
　
　
口
口
口
口
口
口
口
　
　
　
〔
美
ヵ
〕
　
　
口
晦
遅
ヵ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
珊
ヵ
〕
　
・
×
口
禰
郷
口
口
里
戸
主
若
湯
坐
連
八
嶋
口
大
伴
部
口
留
責
年
口
　
　
九
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
　
×
六
　
口
智
口
口
年
十
二
　
合
三
人
　
　
　
　
　
口
口
口
塾
」
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ヵ
　
　
・
×
大
殿
己
口
口
口
口
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヵ
ロ
　
　
　
　
　
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
里
戸
主
的
口
足
口
口
ロ
マ
ロ
虫
口
年
　
　
　
　
　
女
　
口
口
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
G
。
9
）
・
°
踊
O
・
①
　
O
一
〇
　
両
面
と
も
複
数
行
に
わ
た
り
、
人
名
や
身
分
、
そ
の
戸
内
に
含
ま
れ
る
人
の
数
な
ど
が
記
載
さ
れ
る
。
美
祢
郷
の
某
里
の
戸
主
若
湯
坐
連
八
嶋
の
戸
口
か
ら
、
合
わ
せ
て
三
名
が
徴
発
さ
れ
て
お
り
、
記
載
方
式
か
ら
、
差
配
に
あ
た
り
戸
籍
や
計
帳
の
よ
う
な
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
⑫
伏
岩
里
二
号
木
簡
　
［
U
兄
將
除
公
丁
婦
中
口
二
　
小
口
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
定
』
　
［
U
口
兄
定
文
丁
　
妹
中
口
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
口
口
口
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
b
。
Q
。
一
）
・
α
O
・
ω
　
上
部
が
破
損
し
て
お
り
、
か
つ
表
面
が
磨
滅
し
て
い
る
が
、
三
行
畑中日本古代の木簡を用いた官営工房運営の源流385
五
段
に
区
切
ら
れ
た
文
字
列
二
行
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
行
目
に
、
兄
将
除
公
丁
の
戸
口
と
し
て
、
「
婦
中
口
二
人
」
と
「
小
口
四
人
」
が
記
さ
れ
、
二
行
目
に
、
兄
定
分
丁
の
戸
口
と
し
て
、
「
妹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
口
一
人
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
中
口
と
は
、
青
少
年
を
さ
す
年
齢
区
分
で
あ
る
。
金
聖
範
氏
は
「
婦
」
を
「
帰
」
、
「
妹
」
を
「
背
」
と
釈
読
し
、
「
帰
」
と
は
「
帰
還
」
を
意
味
し
、
後
述
す
る
一
号
木
簡
の
「
背
」
に
対
応
す
る
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
歩
善
泰
氏
は
、
「
婦
」
を
「
嬢
」
と
読
み
、
妻
を
表
す
も
の
と
し
て
、
こ
の
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簡
を
戸
口
文
書
木
簡
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
　
し
か
し
新
た
に
読
み
な
お
さ
れ
た
「
婦
」
と
「
妹
」
の
呼
称
に
つ
い
て
、
李
成
市
氏
は
六
世
紀
の
新
羅
の
親
族
呼
称
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
合
わ
せ
て
、
扶
余
の
宮
南
池
二
九
七
号
木
簡
に
み
え
る
「
帰
人
中
口
四
　
小
口
二
」
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
「
帰
人
」
と
判
読
さ
れ
て
い
た
が
、
同
様
に
「
婦
人
」
と
修
正
す
べ
き
と
す
る
。
都
の
あ
っ
た
扶
余
と
地
方
の
伏
岩
里
に
お
い
て
、
「
婦
」
と
い
う
同
様
の
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
戸
口
と
し
て
「
中
口
」
「
小
口
」
と
い
っ
た
身
分
区
分
に
従
っ
た
徴
発
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
さ
ら
に
別
筆
「
定
」
は
、
上
記
の
内
容
を
容
認
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
　
長
登
で
も
伏
岩
里
で
も
コ
　
主
名
＋
戸
口
名
も
し
く
は
人
数
」
の
形
式
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
地
に
お
い
て
戸
籍
に
類
似
す
る
資
料
を
参
照
し
、
人
員
の
徴
発
や
管
理
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
家
族
単
位
で
の
徴
発
も
想
定
で
き
よ
う
。
　
こ
の
他
に
、
人
名
と
官
職
を
記
す
木
簡
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
⑬
伏
岩
里
三
号
木
簡
　
口
年
自
七
月
十
七
日
至
八
月
廿
三
日
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
日
毛
羅
［
目
　
半
那
比
高
塙
人
等
若
口
口
　
　
　
　
　
　
　
（
刻
線
）
口
戸
智
次
・
夜
之
間
徒
口
将
法
戸
菊
次
　
⑬
は
廃
棄
後
に
へ
ら
状
に
二
次
整
形
が
な
さ
れ
、
大
き
く
改
変
さ
れ
て
い
る
た
め
、
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
生
活
用
品
に
二
次
加
工
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
記
さ
れ
た
「
七
月
十
七
日
至
八
月
廿
三
日
」
は
、
労
働
徴
発
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。
切
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
三
行
に
わ
た
り
人
名
が
み
え
、
コ
　
＋
人
名
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
位
「
奈
率
」
（
六
位
）
、
す
る
人
物
名
が
み
え
て
お
り
、
持
者
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
監
督
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
　
　
　
お
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
。
金
聖
範
氏
は
「
毛
羅
」
は
地
名
で
あ
り
、
表
記
の
期
間
中
に
徴
発
さ
れ
、
任
務
を
完
遂
し
た
人
の
名
前
が
列
記
さ
れ
た
も
の
と
指
摘
す
る
。
　
こ
の
よ
う
な
労
働
従
事
者
名
の
列
記
は
、
長
登
銅
山
木
簡
に
も
見
え
て
い
る
。
　
前
巷
奈
率
鳥
胡
留
　
領
非
頭
拝
率
麻
進
　
又
徳
率
口
　
　
　
　
　
（
b
。
Q
。
腿
）
・
（
島
）
・
㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
部
が
円
形
に
　
　
　
　
欠
損
部
分
に
ど
の
程
度
の
文
字
が
（
3
5
）
　
　
な
お
長
登
銅
山
木
簡
に
は
、
こ
の
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
て
面
に
　
　
　
　
　
　
　
の
一
カ
月
余
り
の
期
間
　
　
　
　
　
　
裏
面
は
刻
線
で
二
段
に
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
上
段
に
　
　
　
　
　
下
段
に
は
百
済
の
十
六
等
官
「
拝
率
」
（
五
位
）
、
「
徳
率
」
（
四
位
）
を
帯
　
　
　
こ
れ
ら
の
人
物
が
上
段
の
人
物
の
所
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⑭
長
登
三
四
一
号
木
簡
・
「
　
　
　
　
大
斤
七
百
廿
三
斤
枚
珊
一
・
「
○
豫
殿
銅
o
大
津
郡 借
子
　
　
　
小
斤
二
千
四
百
廿
四
斤
枚
八
十
四
「
日
置
若
手
　
　
「
語
積
手
日
置
比
口
　
　
　
弓
削
マ
小
人
下
神
マ
乎
自
止
「
語
マ
豊
田
「
日
置
百
足
　
　
コ
ニ
隅
凡
海
マ
末
呂
日
置
小
廣
　
　
　
凡
海
マ
恵
得
朝
庭
不
申
銅
　
天
平
二
年
六
月
廿
二
日
「
凡
海
マ
乙
万
呂
「
凡
海
マ
勝
万
呂
「
日
置
マ
根
手
下
神
マ
根
足
凡
海
マ
小
廣
凡
海
マ
蓑
西
日
置
マ
廣
手
日
置
マ
比
呂
矢
田
マ
大
人
凡
海
マ
末
呂
」」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
○
○
α
・
一
心
O
・
Φ
　
O
コ
　
旧
稿
で
も
触
れ
た
が
、
⑭
木
簡
は
長
門
国
檬
に
宛
て
た
銅
の
製
錬
　
　
銅
の
製
錬
に
携
わ
っ
て
い
た
。
確
認
の
痕
跡
が
残
っ
て
お
り
、
こ
の
量
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
上
部
に
穿
孔
の
あ
る
長
さ
約
七
〇
セ
　
　
木
簡
を
用
い
て
生
産
と
官
人
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
型
木
簡
で
あ
る
。
長
門
国
大
津
郡
（
現
在
の
長
　
　
る
。
門
市
域
）
出
身
の
工
人
が
集
め
ら
れ
て
、
同
一
の
宛
先
に
提
出
す
る
　
　
　
つ
い
で
⑮
は
銅
を
駄
馬
で
運
ん
だ
人
員
を
列
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
⑮
長
登
三
三
八
号
木
簡
　
「
　
　
　
凡
海
部
豊
口
　
　
黒
毛
草
馬
口
額
田
マ
赤
人
　
　
日
置
マ
廣
足
　
罐
口
口
安
曇
マ
赤
人
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ほ
カ
ロ
．
銅
駄
事
　
大
神
マ
ロ
麻
呂
　
赤
毛
草
馬
口
額
田
マ
石
口
　
　
忍
海
マ
鳥
身
　
黒
毛
草
馬
口
額
田
マ
ロ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
田
マ
千
依
　
鹿
毛
口
秦
人
マ
足
国
　
　
　
　
　
矢
田
部
口
麻
呂
　
鹿
毛
草
馬
口
額
田
マ
少
人
　
　
矢
田
マ
少
縫
責
　
騒
草
馬
口
若
桜
部
茅
麻
呂
　
　
ー
額
田
マ
ロ
麻
呂
赤
毛
草
馬
口
日
置
口
口
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
に
カ
ロ
　
　
ー
口
ロ
マ
ロ
ロ
罐
草
馬
口
口
口
口
ロ
　
　
ー
□
ロ
マ
意
岐
嶋
青
毛
草
馬
口
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
・
「
右
人
員
十
駄
十
部
領
酒
人
連
大
麻
呂
　
天
平
二
年
壬
月
廿
二
日
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤
O
ω
・
刈
O
・
G
o
　
O
＝
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お
も
て
面
は
四
段
に
区
切
ら
れ
、
先
頭
に
「
銅
駄
事
」
、
下
の
三
段
に
一
〇
名
の
銅
駄
馬
丁
、
馬
の
特
徴
、
そ
し
て
口
取
り
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
に
よ
れ
ば
、
一
〇
頭
立
て
の
駄
馬
が
部
領
酒
人
連
大
麻
呂
に
よ
っ
て
率
い
ら
れ
て
い
た
。
駄
馬
の
毛
色
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
産
地
（
銅
山
）
に
て
、
駄
馬
を
用
い
た
輸
送
労
働
者
の
成
果
管
理
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
　
　
　
　
　
て
い
る
。
伏
岩
里
三
号
木
簡
の
上
下
の
人
物
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
被
所
有
者
と
所
有
者
で
あ
る
か
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
労
働
者
の
徴
発
と
掌
握
を
考
え
る
上
で
重
要
な
木
簡
で
あ
る
。
⑯
伏
岩
里
五
号
木
簡
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
一
　
中
口
口
・
大
祀
○
村
□
弥
首
山
　
　
□
□
四
口
丁
一
　
牛
一
「
　
　
　
ビ
カ
　
　
　
口
水
田
二
形
得
七
十
二
石
　
○
畠
一
形
得
六
十
二
石
　
　
得
耕
麦
田
一
形
半
在
月
三
十
日
者
」
　
　
」
一
〇
Q
⊆
n
・
応
⊃
刈
・
①
　
⑯
は
完
形
で
あ
り
、
水
田
、
畠
、
麦
田
の
面
蠣
（
形
）
と
収
穫
量
（
石
）
を
記
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
百
済
地
域
に
お
い
て
初
め
て
「
村
」
が
確
認
さ
れ
た
事
例
と
し
て
も
、
重
要
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
お
も
て
面
は
「
大
祀
村
」
か
ら
「
丁
一
　
中
口
」
な
ど
の
人
員
と
、
「
牛
」
一
頭
が
、
労
働
力
と
し
て
供
出
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
書
き
方
は
、
長
登
三
四
一
・
三
三
八
号
木
簡
の
両
者
の
性
格
を
併
せ
持
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
村
単
位
で
の
労
働
力
の
徴
発
や
、
実
際
に
働
く
人
員
と
そ
の
人
を
管
理
す
る
人
員
（
⑮
の
場
合
は
馬
の
所
有
者
）
を
列
記
す
る
形
式
に
お
い
て
も
、
長
登
と
伏
岩
里
で
共
通
し
て
い
る
側
面
が
あ
る
。
ま
た
上
部
に
穿
孔
が
あ
り
、
札
状
に
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
綴
じ
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
水
田
・
畠
・
麦
田
の
文
字
や
収
穫
量
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
両
面
の
直
接
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
伏
岩
里
に
農
業
生
産
管
理
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
行
う
組
織
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
　
次
に
、
逃
亡
者
の
管
理
に
つ
い
て
、
木
簡
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
も
共
通
す
る
点
で
あ
る
。
⑰
伏
岩
里
一
号
木
簡
　
×
年
三
月
中
監
敷
騨
人
　
×
出
背
者
得
捉
得
安
城
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
（
c
。
c
。
）
・
お
・
。
。
　
木
簡
の
形
状
は
、
下
部
は
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
の
、
上
部
は
円
形
に
大
き
く
二
次
加
工
さ
れ
て
お
り
、
上
に
何
ら
か
の
文
字
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
某
年
の
三
月
中
に
四
人
の
逃
亡
者
（
出
背
者
）
を
、
得
安
城
で
捉
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
得
安
城
は
都
督
府
五
方
の
東
紡
城
に
あ
り
、
現
在
の
忠
清
南
道
論
山
市
恩
津
地
域
に
あ
た
る
と
さ
れ
、
伏
岩
里
か
ら
北
方
へ
逃
亡
を
図
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
監
数
騨
人
」
の
文
言
に
つ
い
て
は
、
「
得
捉
」
に
関
わ
っ
た
「
監
」
で
あ
り
、
そ
の
人
数
が
四
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
監
」
を
動
詞
と
し
て
読
む
と
、
「
監
督
し
て
い
た
人
数
四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
人
」
と
も
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
木
簡
の
み
か
ら
で
は
出
背
者
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が
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
間
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
逃
亡
者
の
追
跡
を
行
う
よ
う
な
人
員
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
　
長
登
に
は
、
逃
亡
者
の
人
数
を
計
算
し
た
木
簡
が
あ
る
。
⑱
長
登
九
三
号
木
簡
・
「
　
固
田
∪
十
ω
田
∪
四
四
六
六
十
の
田
∪
冊
　
　
逃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲
人
・
「
大
友
三
百
五
十
五
斤
　
　
　
　
　
　
　
（
b
。
b
の
c
。
）
・
㎝
b
。
・
心
0
6
　
上
部
に
「
逃
」
の
文
字
を
記
し
、
数
字
を
十
二
、
十
二
、
十
、
十
二
、
四
、
四
、
六
、
六
、
十
、
十
二
と
一
〇
回
に
分
け
て
記
載
す
る
。
反
対
の
銅
の
分
量
を
記
し
た
面
と
の
内
容
に
、
直
接
的
な
関
連
性
は
見
い
だ
せ
な
い
。
十
二
に
は
○
が
つ
け
ら
れ
、
そ
の
他
の
数
字
の
横
に
は
横
棒
を
記
し
、
計
算
し
た
あ
と
が
み
ら
れ
る
。
傍
線
の
部
分
を
足
す
と
合
計
四
〇
と
な
り
、
最
も
下
に
記
載
さ
れ
た
「
冊
」
の
文
字
と
一
致
す
る
。
逃
亡
者
全
体
の
合
計
数
は
八
八
と
な
り
、
記
入
さ
れ
た
七
八
人
に
は
合
致
し
な
い
。
　
平
城
宮
東
院
地
区
の
、
天
平
神
護
年
間
か
ら
宝
亀
年
間
の
八
世
紀
後
半
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
は
、
仕
丁
、
木
工
、
鉄
工
人
、
さ
ら
に
こ
の
中
で
逃
亡
し
た
人
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
⑲
平
城
宮
出
土
木
簡
［
城
1
2
1
1
5
上
（
一
一
①
）
］
　
　
　
　
ハ
ロ
　
ピ
ヵ
　
ヤ
と
　
　
・
「
仕
丁
百
三
人
定
口
口
計
二
人
木
工
十
四
人
鐡
工
一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
・
「
仕
丁
百
十
七
口
之
中
逃
口
　
　
　
　
　
　
　
　
口
口
口
帰
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
b
。
①
O
）
・
一
゜
。
・
幽
　
O
一
⑩
　
「
養
老
令
」
賦
役
令
2
5
有
事
故
条
に
、
丁
匠
の
逃
走
し
た
場
合
は
所
司
が
追
捕
し
て
決
罪
す
る
と
い
う
規
定
が
見
え
、
古
記
は
「
所
司
」
と
は
国
司
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
捕
亡
令
1
囚
及
征
人
条
に
は
、
囚
及
び
征
人
、
防
人
、
衛
士
、
仕
丁
、
流
移
人
ら
が
逃
亡
し
た
場
合
、
随
近
の
官
司
に
知
ら
せ
て
申
牒
さ
せ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
逃
亡
者
の
家
居
、
所
属
お
よ
び
逃
亡
し
た
と
こ
ろ
の
国
郡
に
そ
の
旨
を
告
げ
て
追
捕
さ
せ
、
捉
え
る
と
本
司
に
送
り
、
法
に
よ
っ
て
科
断
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
両
条
と
も
古
記
の
存
在
か
ら
、
大
宝
令
に
も
存
在
し
た
と
み
ら
れ
る
。
　
仕
丁
や
雇
民
ら
の
逃
亡
の
事
例
は
正
倉
院
文
書
か
ら
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
主
殿
寮
が
駆
使
丁
の
公
根
を
申
請
し
た
「
主
殿
寮
解
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
ニ
ー
四
〇
三
）
で
は
、
米
や
塩
の
支
給
料
を
示
す
と
と
も
に
、
「
寮
家
駆
使
丁
一
百
六
十
四
人
」
の
う
ち
「
先
逃
申
廿
一
人
」
と
、
逃
亡
者
数
を
把
握
し
、
そ
の
人
数
を
差
し
引
い
て
公
根
を
要
請
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
長
登
銅
山
に
お
け
る
逃
亡
者
の
管
理
も
、
律
令
の
規
定
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
伏
岩
里
の
所
在
し
た
百
済
地
域
に
お
け
る
逃
亡
者
の
管
理
が
、
い
か
な
る
規
定
に
基
づ
く
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
捕
亡
令
1
に
該
当
す
る
条
文
は
唐
の
開
元
二
五
年
令
に
も
存
在
し
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
類
似
の
規
定
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
⑰
伏
岩
里
一
号
木
簡
で
は
、
追
跡
の
結
果
、
「
得
捉
」
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
賦
役
令
2
5
に
類
す
る
規
定
の
存
在
も
う
か
が
わ
せ
る
。
人
員
の
管
理
は
戸
籍
の
把
握
上
も
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も
、
組
織
管
理
業
務
の
一
貫
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
畑中日本古代の木簡を用いた官営工房運営の源流389
　
　
（
四
）
　
付
札
状
木
簡
　
長
登
銅
山
か
ら
は
、
す
で
に
挙
げ
た
食
料
関
連
の
付
札
や
荷
札
木
簡
の
ほ
か
、
製
錬
さ
れ
た
銅
に
つ
け
ら
れ
た
付
札
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
。
長
登
の
銅
付
札
の
形
状
は
、
上
部
に
切
り
込
み
が
あ
る
も
の
が
多
数
を
占
め
る
。
お
も
て
面
に
「
送
付
先
、
銅
イ
ン
ゴ
ッ
ト
の
重
量
、
枚
数
」
、
裏
面
に
「
生
産
者
名
、
生
産
月
」
が
記
さ
れ
た
も
の
が
多
く
み
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
用
い
て
銅
の
生
産
管
理
が
　
　
　
　
　
ハ
お
ソ
行
わ
れ
て
い
た
。
○
長
登
銅
山
木
簡
⑳
・
「
く
家
原
殿
廿
四
斤
枚
一
　
」
　
・
「
＜
額
田
部
龍
万
呂
四
月
功
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
口
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誌
b
。
・
b
。
①
・
刈
　
O
G
。
b
。
［
長
登
一
八
四
］
⑳
「
＜
太
政
大
殿
口
口
首
大
万
呂
　
上
口
　
　
　
　
　
　
　
五
十
三
斤
枚
二
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
罐
・
卜
。
㊤
・
。
。
　
O
G
。
卜
。
［
長
登
四
六
九
］
　
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
伏
岩
里
遺
跡
で
は
金
属
の
精
錬
加
工
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
銅
や
鉄
な
ど
の
金
属
製
品
を
示
す
木
簡
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
金
属
名
の
書
か
れ
た
付
札
木
簡
に
は
、
扶
余
の
双
北
里
と
威
安
の
城
山
山
城
か
ら
の
出
土
事
例
が
あ
る
。
⑳
双
北
里
倉
庫
敷
地
二
号
木
簡
　
・
「
○
外
椋
ア
鐵
」
　
・
「
○
代
綿
十
両
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。
一
・
器
・
①
　
「
佐
官
貸
食
記
」
と
と
も
に
出
土
し
た
木
簡
で
あ
る
。
「
外
椋
部
」
は
百
済
の
内
官
一
二
部
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
官
衙
と
の
関
わ
り
で
考
え
ら
れ
る
木
簡
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
外
椋
部
に
て
「
鐵
（
鉄
）
」
の
代
価
と
し
て
地
方
よ
り
持
っ
て
き
た
、
「
綿
十
両
」
の
袋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
に
付
け
ら
れ
た
荷
札
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
と
、
外
椋
部
の
所
蔵
の
鉄
の
代
わ
り
の
綿
十
両
に
付
し
た
札
（
鉄
の
代
わ
り
に
貢
進
さ
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぴ
　
綿
の
付
札
）
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
「
代
」
を
「
代
価
」
と
読
む
か
、
「
代
わ
り
に
」
と
読
む
か
で
意
味
が
変
わ
っ
て
く
る
が
、
百
済
の
中
央
官
衙
に
お
け
る
鉄
の
利
用
や
、
税
目
と
の
関
わ
り
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
木
簡
で
あ
る
。
⑳
城
山
山
城
四
八
号
木
簡
　
×
口
鐡
十
⊥
ハ
　
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
①
O
）
・
b
O
o
Q
・
δ
　
上
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
比
較
的
厚
み
の
あ
る
木
簡
で
あ
る
。
長
登
の
銅
付
札
木
簡
が
五
～
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
他
の
木
簡
よ
り
厚
め
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
重
量
の
あ
る
金
属
製
品
に
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
、
切
込
部
分
に
紐
に
よ
る
圧
痕
が
確
認
さ
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
、
鉄
鉱
石
か
ら
製
錬
さ
れ
た
鉄
は
「
鉄
鐙
」
（
鉄
板
）
の
形
で
、
精
錬
加
工
が
行
わ
れ
た
場
所
に
運
ば
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
鐡
」
の
上
の
文
字
が
不
明
な
た
め
、
具
体
的
な
様
相
は
不
明
だ
が
、
金
属
製
品
の
管
理
ま
た
は
輸
送
に
あ
た
り
、
付
札
が
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
十
六
」
の
数
字
に
は
単
位
を
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
鉄
の
重
量
か
枚
数
で
あ
る
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
ど
ち
ら
の
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
伏
岩
里
遺
跡
に
、
加
工
用
の
銅
や
鉄
イ
ン
ゴ
ッ
ト
が
運
び
込
ま
れ
た
際
に
も
、
こ
390東洋文化研究14号
の
よ
う
な
木
簡
が
付
属
し
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。
　
次
に
付
札
の
形
状
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
付
札
状
木
簡
は
新
羅
、
百
済
と
も
に
多
く
出
土
し
て
い
る
。
伏
岩
里
木
簡
に
は
上
部
に
切
り
込
み
の
あ
る
も
の
と
し
て
、
⑦
↓
○
号
、
⑳
七
号
が
み
つ
か
っ
て
お
り
、
下
部
に
切
り
込
み
の
あ
る
も
の
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
⑳
伏
岩
里
七
号
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
竹
悦
・
「
＜
　
竹
遠
竹
口
竹
口
　
　
　
　
　
　
　
竹
麻
　
　
　
　
　
　
　
［
］
　
」
・
「
＜
　
　
　
　
井
五
　
」
　
　
　
　
　
　
　
H
O
°
。
・
（
G
。
㎝
）
・
戯
　
七
号
木
簡
は
上
部
に
切
れ
込
み
の
あ
る
比
較
的
小
ぶ
り
の
付
札
木
簡
で
あ
り
、
上
部
の
片
側
は
切
り
込
み
箇
所
に
て
破
損
し
て
い
る
。
「
竹
」
を
共
通
と
す
る
二
文
字
の
文
字
群
が
並
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
人
名
、
特
に
僧
侶
の
名
前
の
可
能
性
も
あ
る
。
小
さ
な
文
字
で
丁
寧
に
書
か
れ
た
お
も
て
面
に
対
し
、
裏
面
の
「
井
五
」
の
記
載
は
木
簡
全
面
に
大
き
な
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
。
人
名
の
管
理
が
目
的
と
み
ら
れ
る
が
、
旦
ハ
体
的
な
用
途
は
不
明
で
あ
る
。
　
さ
て
切
り
込
み
の
箇
所
で
あ
る
が
、
朝
鮮
半
島
で
最
も
付
札
状
木
簡
が
大
量
に
出
土
し
た
六
世
紀
の
新
羅
の
城
山
山
城
木
簡
の
多
く
は
、
下
部
の
切
り
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
⑳
城
山
山
城
三
一
号
木
簡
・
「
古
随
一
古
利
村
末
那
　
　
く
」
　
　
　
　
カ
　
・
「
毛
口
次
　
智
稗
一
石
　
く
」
　
　
　
　
　
b
。
旨
・
b
。
⑩
・
α
　
「
稗
」
に
つ
い
て
は
、
新
羅
の
官
等
と
す
る
説
と
、
穀
物
と
す
る
　
　
　
　
　
の
　
説
が
あ
る
が
、
「
米
」
や
「
麦
」
、
お
よ
び
「
一
石
」
の
単
位
の
記
載
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
か
ら
、
穀
物
に
関
す
る
木
簡
で
あ
る
と
理
解
す
る
説
に
従
い
た
い
。
す
な
わ
ち
「
郡
名
、
村
名
、
人
名
、
官
位
名
、
物
品
名
、
数
量
」
が
記
載
さ
れ
た
荷
札
木
簡
、
も
し
く
は
輸
送
の
た
め
の
付
札
と
な
る
。
城
山
山
城
は
加
耶
滅
亡
後
に
新
羅
の
要
塞
が
お
か
れ
た
地
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
仇
利
伐
」
「
甘
文
」
な
ど
新
羅
の
各
地
か
ら
稗
を
中
心
と
し
て
米
や
麦
な
ど
の
穀
類
が
運
び
込
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
穿
孔
の
あ
る
木
簡
も
あ
る
が
、
多
く
が
下
部
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
慶
州
の
月
城
核
字
一
七
三
・
一
七
四
号
木
簡
も
下
部
切
り
込
み
の
木
簡
で
あ
る
。
七
世
紀
の
日
本
に
お
い
て
も
下
部
に
切
り
込
み
の
あ
る
木
簡
が
し
ば
し
ば
見
え
る
が
、
八
世
配
段
階
に
な
る
と
上
部
も
し
く
は
上
下
切
り
込
み
の
木
簡
が
増
加
す
る
。
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
上
部
切
り
込
み
木
簡
は
、
扶
余
の
官
北
里
［
二
八
四
号
］
、
双
北
里
［
＝
＝
七
号
］
、
陵
山
里
寺
［
三
〇
〇
・
三
＝
二
号
］
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
戊
辰
年
（
六
〇
八
も
し
く
は
⊥
ハ
六
八
）
の
紀
年
銘
木
簡
が
出
土
し
た
二
聖
山
城
か
ら
は
、
上
下
に
あ
る
も
の
と
、
上
部
の
み
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
統
一
新
羅
の
遺
構
で
あ
る
慶
州
の
雁
鴨
池
出
土
の
付
札
は
、
上
下
、
下
部
に
あ
る
も
の
そ
れ
ぞ
れ
一
点
を
除
き
、
上
部
に
切
り
込
み
が
あ
る
。
　
切
り
込
み
の
位
置
の
違
い
は
地
域
差
と
み
る
か
、
時
代
差
と
み
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
扶
余
の
中
央
聖
潔
教
会
遺
跡
出
土
の
赤
米
の
記
載
が
あ
る
木
簡
は
、
下
部
に
切
り
込
み
が
あ
る
付
札
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
羅
と
百
済
の
双
方
の
地
域
か
ら
い
ず
畑中日本古代の木簡を用いた官営工房運営の源流391
れ
の
形
状
も
出
土
す
る
が
、
上
部
に
切
り
込
み
が
あ
る
形
状
は
比
較
的
百
済
地
域
に
多
く
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
新
羅
で
も
上
部
切
り
込
み
が
目
立
つ
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
　
さ
て
「
石
」
の
単
位
か
ら
、
穀
物
な
ど
に
付
け
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
八
号
木
簡
は
、
上
部
に
穿
孔
が
あ
り
、
紐
を
と
お
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
⑳
伏
岩
里
八
号
木
簡
「
○
　
上
去
　
三
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
畠
）
・
b
。
一
・
①
　
こ
の
ほ
か
、
「
大
祀
村
」
の
記
載
が
あ
る
⑯
五
号
木
簡
、
伏
岩
里
遺
跡
の
年
代
比
定
材
料
で
あ
る
「
庚
午
年
」
記
載
の
一
一
号
木
簡
な
ど
も
穿
孔
の
あ
る
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
穿
孔
の
あ
る
木
簡
は
、
伏
岩
里
以
外
か
ら
も
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
付
札
と
は
限
ら
ず
、
複
数
の
木
簡
を
紐
で
束
ね
て
用
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
長
登
銅
山
木
簡
と
羅
州
伏
岩
里
木
簡
に
つ
い
て
比
較
・
検
討
し
て
き
た
。
食
料
管
理
、
人
員
管
理
な
ど
の
記
録
に
関
す
る
木
簡
の
ほ
か
、
付
札
状
の
輸
送
や
管
理
に
関
わ
る
木
簡
な
ど
、
記
載
や
形
状
に
共
通
点
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
双
方
の
官
衙
施
設
で
、
木
簡
を
用
い
た
類
似
の
業
務
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
　
こ
れ
ら
の
土
ハ
通
点
を
踏
ま
え
、
日
本
古
代
と
韓
国
古
代
の
官
衙
工
房
に
お
い
て
木
簡
が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
三
　
古
代
官
衙
工
房
に
お
け
る
木
簡
の
役
割
　
　
（
一
）
　
金
属
生
産
と
重
量
単
位
と
し
て
の
「
斤
」
　
鉄
や
銅
な
ど
の
「
精
錬
」
が
伏
岩
里
の
地
で
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
出
土
遺
物
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
示
す
木
簡
は
出
土
し
て
い
な
い
。
　
さ
て
、
日
本
の
奈
良
県
の
飛
鳥
池
工
房
か
ら
は
、
同
地
で
生
産
し
て
い
た
金
属
製
品
と
同
型
同
大
の
木
製
の
「
た
め
し
（
様
）
」
が
複
　
　
　
　
　
　
　
お
　
数
出
土
し
て
い
る
。
「
様
」
の
形
は
小
刀
状
の
も
の
、
大
少
の
釘
、
装
飾
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ま
た
墨
書
が
あ
る
も
の
も
あ
り
、
木
簡
か
ら
「
様
」
へ
の
転
用
品
の
ほ
か
、
「
堅
釘
」
「
内
工
釘
五
十
」
な
ど
生
産
品
名
・
工
人
名
・
生
産
量
や
、
「
舎
人
皇
子
」
な
ど
の
注
文
主
を
記
す
も
の
な
ど
多
様
で
あ
る
。
　
伏
岩
里
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
は
、
へ
ら
状
の
も
の
、
頭
部
を
丸
く
山
型
に
改
変
し
た
も
の
な
ど
、
の
ち
に
二
次
加
工
さ
れ
た
も
の
が
ま
ま
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
の
こ
ぎ
り
状
の
も
の
［
四
八
六
号
］
、
取
っ
手
状
に
曲
げ
ら
れ
た
も
の
［
四
九
二
・
四
九
三
号
な
ど
］
も
み
　
　
　
ロ
　
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
木
材
と
し
て
使
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
金
属
製
品
の
「
た
め
し
」
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
、
今
後
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
　
伏
岩
里
遺
跡
は
、
鉱
山
の
付
属
施
設
で
は
な
い
の
で
、
輸
送
し
て
き
た
銅
や
鉄
の
イ
ン
ゴ
ッ
ト
類
を
さ
ら
に
精
錬
し
、
製
品
等
を
制
作
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
過
程
を
示
す
木
簡
が
な
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い
こ
と
は
、
伏
岩
里
は
工
房
的
性
質
を
も
ち
つ
つ
も
、
よ
り
地
方
官
衙
経
営
に
重
点
が
置
か
れ
た
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。　
こ
こ
で
視
点
を
変
え
て
、
重
量
の
単
位
で
あ
る
「
斤
」
に
着
目
し
て
み
た
い
。
　
長
登
銅
山
で
製
錬
さ
れ
た
銅
の
重
量
は
「
斤
」
で
記
さ
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
度
量
衡
は
『
大
宝
令
』
で
規
定
さ
れ
た
が
、
実
例
は
七
世
紀
以
前
に
遡
る
。
　
伏
岩
里
で
も
、
物
品
の
重
量
を
「
斤
」
と
記
す
事
例
が
一
例
み
つ
か
っ
て
い
る
。
⑳
伏
岩
里
九
号
木
簡
　
「
麻
中
練
六
四
斤
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
蜀
・
お
・
刈
　
長
方
形
の
完
形
木
簡
で
あ
る
。
「
麻
中
練
」
と
は
、
「
中
練
」
と
い
う
工
程
（
漂
泊
な
ど
）
を
六
た
び
お
こ
な
っ
た
「
ね
り
ぎ
ぬ
（
練
絶
）
四
斤
」
を
意
味
す
る
可
能
性
が
、
平
川
南
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
　
　
お
　い
る
。
ま
た
正
倉
院
所
蔵
の
「
新
羅
村
落
文
書
」
に
「
麻
田
」
が
見
え
て
お
り
、
石
上
英
一
氏
に
よ
っ
て
新
羅
に
お
い
て
麻
布
が
税
（
調
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
九
号
木
簡
は
付
札
状
で
は
な
い
た
め
、
伝
票
か
メ
モ
書
き
の
よ
う
な
用
途
で
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
伏
岩
里
に
、
麻
の
加
工
や
布
生
産
に
と
も
な
う
工
房
の
存
在
が
想
定
で
き
る
。
あ
わ
せ
て
税
制
と
の
関
わ
り
で
今
後
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
さ
て
こ
こ
で
注
目
す
る
の
は
、
数
量
「
四
斤
」
で
あ
る
。
単
位
と
し
て
の
「
斤
」
は
、
新
羅
の
月
城
核
字
一
号
木
簡
に
「
紙
三
斤
」
と
　
　
　
　
　
　
　
お
　
見
え
て
い
る
ほ
か
、
慶
州
の
瑞
鳳
塚
古
墳
よ
り
出
土
し
た
銘
文
銀
盒
に
「
延
壽
元
年
太
歳
在
卯
三
月
中
太
王
教
造
合
粁
用
三
斤
六
両
」
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
蓋
に
「
三
斤
」
と
そ
れ
ぞ
れ
重
量
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
延
壽
元
年
は
四
五
一
年
、
銘
文
に
み
え
る
「
太
王
」
は
高
句
麗
の
長
寿
王
と
み
ら
れ
、
こ
の
銀
盒
も
高
句
麗
と
の
関
わ
り
で
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
三
国
史
記
』
巻
四
新
羅
本
紀
4
に
は
、
真
興
王
三
五
年
（
五
七
四
）
の
慶
州
の
皇
龍
寺
に
お
け
る
丈
六
仏
像
の
建
立
に
あ
た
り
、
使
用
さ
れ
た
銅
の
重
量
は
三
万
五
千
七
斤
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
度
量
衡
は
、
中
国
の
規
定
に
準
じ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
中
国
の
度
量
衡
は
階
代
に
文
帝
に
よ
っ
て
開
皇
元
年
（
五
八
一
）
に
全
国
統
一
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
三
斤
が
一
斤
と
　
　
　
の
　
さ
れ
た
。
伏
岩
里
遺
跡
の
年
代
が
六
一
〇
年
前
後
と
す
れ
ば
、
こ
の
階
制
に
依
拠
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
　
『
日
本
書
紀
』
斉
明
五
年
（
六
五
九
）
是
歳
条
に
、
高
麗
（
高
句
麗
）
使
人
が
熊
皮
一
枚
を
、
「
綿
六
十
斤
」
分
の
値
で
売
ろ
う
と
す
る
記
事
が
見
え
て
お
り
、
天
智
元
年
（
六
六
二
）
正
月
丁
巳
条
に
は
、
百
済
の
鬼
室
福
信
に
糸
五
百
斤
、
綿
一
千
斤
な
ど
を
賜
る
記
事
が
見
え
て
い
る
。
ま
た
推
古
＝
二
年
（
六
〇
五
）
四
月
朔
条
で
は
飛
鳥
寺
の
丈
六
仏
像
造
立
の
際
に
、
高
句
麗
の
大
興
王
（
嬰
陽
王
）
が
黄
金
三
百
両
を
送
っ
た
と
記
す
。
『
元
興
寺
縁
起
』
所
引
「
丈
六
光
銘
」
に
も
「
以
二
銅
二
万
三
千
斤
、
金
七
百
五
十
九
両
《
敬
二
造
尺
迦
丈
六
像
、
銅
繍
二
躯
井
挾
侍
の
高
麗
大
興
王
方
睦
二
大
倭
《
尊
一
一
重
三
宝
ハ
遙
以
随
喜
、
黄
金
三
百
廿
両
助
一
一
成
大
福
ご
と
見
え
て
お
り
、
朝
鮮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
半
島
か
ら
金
属
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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銅
な
ど
の
重
量
を
「
斤
」
を
単
位
と
し
て
記
す
用
法
は
、
日
本
古
代
に
お
け
る
物
品
の
重
量
表
記
の
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
。
飛
鳥
京
か
ら
出
土
し
た
駿
河
国
か
ら
の
煮
堅
魚
の
貢
進
物
付
札
に
も
「
斤
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
［
飛
鳥
京
跡
出
土
木
簡
（
荷
札
集
成
六
五
）
］
。
　
飛
鳥
池
遺
跡
か
ら
も
、
「
斤
」
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
ず
七
世
紀
後
半
の
飛
鳥
寺
・
禅
院
と
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　
飛
鳥
池
北
地
区
か
ら
、
荷
札
木
簡
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
⑳
飛
鳥
池
出
土
木
簡
［
飛
鳥
藤
原
京
一
－
一
九
六
］
「
く
次
評
誹
癖
醒
確
ア
　
＜
」
　
霧
…
圃
・
㎝
。
舘
　
「
次
評
（
す
き
の
こ
お
り
）
上
マ
五
十
戸
」
は
隠
岐
国
周
吉
郡
上
部
郷
と
比
定
さ
れ
て
お
り
、
「
巷
宜
マ
刀
由
弥
」
は
「
軍
布
廿
斤
」
を
納
入
し
た
人
物
と
み
ら
れ
、
「
地
名
＋
名
前
＋
物
品
名
＋
数
量
」
の
形
式
が
整
っ
て
い
る
。
ま
た
隠
岐
国
か
ら
の
荷
札
木
簡
に
は
、
上
下
に
切
り
込
み
が
あ
る
も
の
が
比
較
的
多
く
み
ら
れ
る
。
志
摩
国
英
虞
郡
名
錐
郷
よ
り
納
入
さ
れ
た
「
ホ
支
米
（
ニ
ギ
メ
H
若
布
）
廿
斤
」
に
付
け
ら
れ
た
木
簡
［
飛
鳥
藤
原
京
一
－
一
四
三
二
］
な
ど
に
も
「
斤
」
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
荷
札
木
簡
の
存
在
か
ら
、
地
方
に
お
い
て
も
、
す
で
に
重
量
と
し
て
の
「
斤
」
が
統
一
の
単
位
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
飛
鳥
池
南
地
区
よ
り
出
土
し
た
、
物
品
名
を
記
さ
な
い
木
簡
に
も
「
斤
」
の
文
字
が
見
え
て
い
る
。
南
地
区
に
は
、
七
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
頃
に
か
け
て
鉄
工
房
、
銅
工
房
、
金
・
銀
・
玉
類
の
工
房
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
工
房
に
て
木
簡
を
用
い
た
生
産
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
長
登
銅
山
遺
跡
で
の
工
房
運
営
の
源
流
を
知
る
上
で
、
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
か
ら
の
出
土
木
簡
の
記
載
に
は
、
数
量
が
百
に
及
ぶ
も
の
が
あ
る
こ
と
、
「
釘
」
な
ど
の
文
字
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
飛
鳥
池
遺
跡
に
て
生
産
さ
れ
て
い
た
物
品
と
の
関
わ
り
で
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
よ
う
に
日
本
に
お
い
て
、
七
世
紀
後
半
に
は
全
国
規
模
で
重
量
単
位
と
し
て
の
「
斤
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
各
国
間
の
物
品
の
や
り
と
り
に
お
い
て
は
、
共
通
の
度
量
衡
を
用
い
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
付
岩
里
に
お
け
る
「
斤
」
の
使
用
も
、
百
済
の
地
方
宮
衙
に
お
け
る
計
量
制
度
の
浸
透
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
高
句
麗
や
百
済
な
ど
の
朝
鮮
諸
国
と
の
や
り
と
り
の
な
か
で
、
「
斤
」
や
「
両
」
な
ど
の
権
衡
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
交
流
の
一
端
が
う
か
が
え
よ
う
。
　
　
（
二
）
　
官
衙
の
運
営
と
文
書
行
政
　
長
登
銅
山
に
お
か
れ
た
採
銅
所
の
運
営
に
お
い
て
、
特
に
銅
の
生
産
管
理
で
用
い
ら
れ
た
木
簡
の
機
能
に
つ
い
て
、
旧
稿
で
以
下
の
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
分
析
し
た
。
　
ま
ず
製
錬
さ
れ
た
銅
に
重
量
を
示
し
た
〈
銅
付
札
A
＞
が
添
付
さ
れ
、
さ
ら
に
、
銅
の
製
錬
に
携
わ
っ
た
工
人
名
や
「
月
功
」
な
ど
の
複
数
の
情
報
を
付
加
す
る
も
う
一
種
類
の
〈
銅
付
札
B
＞
が
添
付
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
銅
の
宛
先
別
に
出
来
高
を
記
録
し
た
帳
簿
、
工
人
ご
と
の
生
産
を
管
理
・
記
録
し
た
帳
簿
、
さ
ら
に
複
数
の
工
人
の
生
産
を
管
理
・
記
録
す
る
木
簡
が
制
作
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
情
報
を
整
理
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
下
書
き
と
し
て
横
材
木
簡
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を
用
い
、
最
終
的
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
紙
の
文
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
、
採
銅
所
の
上
級
官
司
で
あ
る
美
祢
郡
司
へ
も
た
ら
さ
れ
た
と
論
じ
た
。
　
こ
の
一
連
の
作
業
段
階
以
外
で
も
、
複
数
の
形
式
の
木
簡
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
上
級
官
司
か
ら
の
命
令
木
簡
や
食
料
の
付
札
な
ど
、
内
容
に
応
じ
た
様
々
な
形
式
の
木
簡
を
用
い
て
、
採
銅
所
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
。
　
横
材
木
簡
は
平
城
宮
、
長
屋
王
家
な
ど
で
も
多
数
出
土
し
て
お
り
、
藤
原
京
左
京
七
条
一
坊
西
南
坪
出
土
木
簡
［
飛
鳥
藤
原
京
二
⊥
二
〇
四
五
］
に
は
、
「
口
／
斤
／
忌
寸
」
と
重
量
に
関
す
る
記
載
が
見
え
て
い
る
。
一
方
、
伏
岩
里
遺
跡
か
ら
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、
朝
鮮
半
島
で
も
横
材
木
簡
の
出
土
例
が
あ
る
。
月
城
核
字
一
五
七
号
木
簡
は
、
中
央
部
分
に
大
き
く
刀
を
入
れ
る
な
ど
二
次
加
工
さ
れ
て
お
り
全
貌
は
不
明
だ
が
、
文
字
の
残
画
の
向
き
を
み
る
と
横
材
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
⑳
長
登
六
四
一
号
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
）十［コ
　　〔ti浮〕
口団十
〔ti）〕
　・…一・…（謡醤
⑳
月
城
核
字
一
五
七
号
木
簡
　
筆
修
正
）
（諮養
口
罰
　
匿
（
釈
文
は
『
韓
国
の
古
代
木
簡
』
O
㊤
一
に
加
O
興油
口口
口興
〔e＃〕
直口
口
　
口
　
口
　
唐
　
O
　
　
　
　
口
　
口
　
口
口
〉トロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
c
o
卜
○
・
課
・
心
　
伏
岩
里
で
も
伝
票
や
、
情
報
の
整
理
の
た
め
の
横
材
木
簡
を
使
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
う
し
た
未
だ
み
つ
か
っ
て
い
な
い
木
簡
の
存
在
の
可
能
性
を
、
今
後
の
研
究
の
た
め
に
は
排
除
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
　
伏
岩
里
遺
跡
に
お
け
る
紙
の
文
書
の
使
用
を
想
起
さ
せ
る
の
が
、
韓
国
初
の
出
土
事
例
と
な
る
封
絨
木
簡
で
あ
る
。
な
お
長
登
銅
山
出
土
の
封
絨
木
簡
は
八
点
、
い
ず
れ
も
柄
が
あ
る
形
式
の
も
の
で
あ
り
、
お
も
て
に
宛
名
と
お
ぼ
し
き
墨
書
が
あ
る
も
の
も
含
ん
で
い
る
。
⑳
伏
岩
里
六
号
木
簡
・
「
○
　
上
　
　
　
　
　
　
」
・
「
〇
　
十
一
□
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
。
O
刈
・
こ
。
U
・
α
　
内
側
に
紙
の
文
書
が
入
る
よ
う
に
凹
型
に
く
り
ぬ
か
れ
た
長
方
形
の
木
簡
で
あ
り
、
表
面
に
「
上
」
、
内
面
に
「
十
一
口
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
残
存
字
画
が
少
な
い
が
、
「
上
」
の
文
字
が
上
申
を
意
味
す
る
の
な
ら
ば
、
上
級
官
司
へ
の
進
上
も
想
定
で
き
る
。
　
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
運
営
を
担
っ
て
い
た
役
人
の
存
在
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
百
済
の
官
等
（
官
位
）
を
示
す
木
簡
の
存
在
か
ら
、
同
地
に
て
百
済
の
官
位
を
持
つ
役
人
と
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
、
畑中日本古代の木簡を用いた官営工房運営の源流395
な
い
し
は
こ
の
地
に
官
位
を
持
つ
役
人
が
居
住
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
⑫
伏
岩
里
一
二
号
木
簡
　
「
○
軍
那
徳
率
至
安
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
O
．
鍾
．
㎝
　
上
部
に
穿
孔
が
あ
り
、
上
端
と
下
端
と
と
も
に
、
円
型
に
綺
麗
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
加
工
さ
れ
た
長
め
の
小
判
型
に
近
い
形
と
な
っ
て
い
る
。
軍
那
は
、
『
三
国
史
記
』
巻
三
七
地
理
志
1
6
に
帯
方
州
本
竹
軍
城
六
県
の
中
に
「
軍
那
県
、
本
屈
奈
」
と
見
え
て
お
り
、
軍
那
県
に
当
た
る
地
名
と
み
ら
れ
て
い
る
（
現
在
の
全
羅
南
道
威
平
郡
威
平
邑
。
羅
州
市
に
隣
接
）
。
「
徳
率
」
は
百
済
の
第
四
等
官
位
、
「
至
安
」
は
名
前
と
み
ら
　
　
　
　
　
れ
る
の
で
、
「
地
名
＋
官
位
＋
人
名
」
の
形
式
で
記
載
さ
れ
た
付
札
木
簡
と
な
る
。
裏
面
に
文
字
が
無
い
た
め
こ
の
付
札
の
目
的
は
不
明
だ
が
、
軍
那
県
よ
り
伏
岩
里
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
も
し
く
は
身
分
証
の
よ
う
な
札
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
　
官
位
は
、
先
に
あ
げ
た
⑬
伏
岩
里
三
号
木
簡
に
も
「
奈
率
」
「
拝
率
」
「
徳
率
」
が
み
え
て
お
り
、
さ
ら
に
、
両
面
に
徳
、
衣
、
道
、
率
な
ど
を
列
記
し
た
習
書
木
簡
［
＝
二
号
木
簡
］
も
、
「
徳
」
「
率
」
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
「
徳
率
」
な
ど
の
習
書
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
伏
岩
里
遺
跡
は
、
百
済
の
地
方
官
衙
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
地
域
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
木
簡
に
み
え
る
「
軍
那
」
「
半
那
」
「
毛
羅
」
、
土
器
に
み
え
た
コ
豆
腸
」
な
ど
の
地
名
か
ら
、
百
済
の
地
方
管
理
の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
李
成
市
氏
は
、
伏
岩
里
に
存
在
し
た
官
衙
と
み
ら
れ
る
組
織
は
、
百
済
の
五
方
の
う
ち
南
方
の
支
配
下
に
あ
り
、
コ
豆
腸
」
に
郡
衙
が
所
在
し
て
い
た
可
能
性
を
指
　
　
　
め
　
摘
す
る
。
本
稿
で
は
百
済
の
地
方
制
度
に
言
及
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
『
周
書
』
巻
四
九
列
伝
百
済
伝
に
「
郡
将
三
人
、
以
二
徳
率
一
為
之
。
」
と
見
え
、
郡
の
監
督
者
に
相
当
す
る
官
位
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
官
位
を
記
す
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
こ
に
地
方
の
官
衙
運
営
に
か
か
わ
る
施
設
、
特
に
「
郡
」
関
連
と
お
ぼ
し
き
施
設
が
あ
り
、
同
地
に
お
い
て
木
簡
と
紙
を
用
い
た
文
書
行
政
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
　
　
今
後
の
課
題
と
し
て
i
　
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
の
長
登
銅
山
遺
跡
と
韓
国
の
羅
州
伏
岩
里
遺
跡
出
土
の
木
簡
を
比
較
検
討
し
て
き
た
。
記
載
内
容
、
記
載
方
式
、
木
簡
の
形
状
に
お
い
て
共
通
点
を
多
く
持
つ
こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
両
者
の
相
違
点
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
第
一
に
長
登
銅
山
が
銅
を
採
掘
し
、
銅
鉱
石
か
ら
「
製
錬
」
を
行
っ
て
銅
を
作
り
出
す
工
房
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
伏
岩
里
遺
跡
は
す
で
に
製
錬
さ
れ
た
も
の
を
さ
ら
に
「
精
錬
」
し
、
鉄
や
銅
製
品
へ
の
加
工
作
業
を
行
う
施
設
を
伴
っ
た
遺
跡
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
伏
岩
里
遺
跡
か
ら
今
後
見
つ
か
る
可
能
性
の
あ
る
銅
や
鉄
に
関
わ
る
木
簡
は
、
基
本
的
に
は
銅
や
鉄
の
輸
送
お
よ
び
、
製
品
の
加
工
や
管
理
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
長
登
銅
山
に
先
立
つ
日
本
古
代
の
工
房
に
は
、
先
に
挙
げ
た
七
世
紀
後
半
の
飛
鳥
池
遺
跡
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
工
房
遺
跡
と
長
登
、
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そ
し
て
伏
岩
里
の
木
簡
を
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
飛
鳥
池
遺
跡
の
工
人
に
は
渡
来
人
系
の
人
々
が
含
ま
れ
て
お
り
、
特
に
鍛
冶
技
術
に
つ
い
て
は
、
渡
来
人
系
氏
族
が
も
た
ら
し
た
可
能
性
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
行
政
を
担
う
の
は
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
役
人
、
現
地
の
地
方
官
衙
の
役
人
が
主
体
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
こ
れ
ら
の
木
簡
の
用
法
な
ど
は
、
直
接
的
に
工
房
の
運
営
に
携
わ
っ
た
渡
来
人
系
工
人
の
影
響
よ
り
も
、
中
央
や
地
方
官
衙
経
営
に
お
い
て
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
大
陸
か
ら
の
文
書
行
政
の
方
法
を
受
容
し
た
上
で
、
各
地
へ
伝
来
し
た
と
い
う
ル
ー
ト
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
改
め
て
長
登
銅
山
に
お
け
る
文
書
行
政
の
性
格
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
さ
ら
に
伏
岩
里
木
簡
は
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
多
彩
な
内
容
を
含
ん
で
お
り
、
七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
百
済
の
地
方
行
政
の
水
準
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
木
簡
は
ほ
ぼ
一
点
ず
つ
見
つ
か
っ
て
お
り
、
同
】
の
内
容
を
持
つ
木
簡
が
複
数
は
出
土
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
同
一
形
態
の
付
札
木
簡
が
大
量
に
み
つ
か
っ
た
長
登
銅
山
と
も
、
新
羅
の
城
山
山
城
遺
跡
と
も
異
な
る
点
で
あ
る
。
こ
の
断
片
的
な
情
報
か
ら
、
ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
で
き
る
か
、
そ
の
判
断
の
危
険
性
を
念
頭
に
お
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
木
簡
が
同
じ
大
型
竪
穴
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
木
簡
や
遺
跡
の
性
格
と
合
せ
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
第
二
に
、
官
衙
運
営
と
文
書
行
政
の
背
景
に
あ
る
「
法
」
の
存
在
で
あ
る
。
長
登
銅
山
が
稼
働
し
て
い
た
八
世
紀
初
頭
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
施
行
さ
れ
た
大
宝
令
制
下
に
あ
た
り
、
官
衙
運
営
も
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
新
羅
に
お
け
る
律
令
頒
布
は
法
興
王
七
年
（
五
二
〇
）
で
あ
り
、
そ
の
他
の
法
体
系
、
官
司
・
官
職
制
度
も
順
次
整
備
さ
れ
て
い
た
。
百
済
の
律
令
制
の
受
容
過
程
に
は
不
明
点
が
多
い
が
、
官
位
制
度
の
存
在
や
、
木
簡
に
現
れ
た
出
挙
制
度
、
官
衙
運
営
の
様
相
か
ら
、
そ
こ
に
は
や
は
り
法
の
規
定
が
内
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
　
『
浄
御
原
令
』
、
そ
し
て
『
大
宝
令
』
の
施
行
に
よ
り
、
日
本
は
中
国
の
法
制
度
を
国
家
シ
ス
テ
ム
の
基
幹
と
し
て
い
く
。
同
時
に
、
八
世
紀
に
い
た
る
過
程
で
木
簡
を
用
い
た
文
書
行
政
が
、
発
展
し
て
い
た
こ
と
は
、
平
城
宮
や
長
屋
王
家
木
簡
な
ど
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
官
衙
運
営
に
お
け
る
、
律
令
法
に
則
っ
た
文
書
行
政
を
支
え
た
の
が
紙
と
木
簡
で
あ
っ
た
。
こ
の
い
く
つ
も
の
淵
源
ー
中
国
、
百
済
、
新
羅
と
い
う
異
な
る
社
会
シ
ス
テ
ム
や
文
化
を
持
つ
国
々
1
か
ら
、
木
簡
の
用
法
を
ど
の
よ
う
な
形
で
日
本
が
受
容
し
、
日
本
の
社
会
に
お
い
て
折
衷
し
、
利
用
し
て
い
っ
た
の
か
を
、
問
い
続
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
長
登
銅
山
遺
跡
と
羅
州
伏
岩
里
遺
跡
出
土
木
簡
に
は
、
約
一
世
紀
の
時
間
的
な
差
異
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
載
内
容
に
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
長
登
銅
山
に
お
け
る
銅
付
札
は
輸
送
先
の
宛
名
、
製
錬
量
の
管
理
、
生
産
に
携
わ
っ
た
労
働
者
名
、
分
量
、
日
付
、
「
功
」
な
ど
、
よ
り
高
度
な
内
容
を
表
現
し
て
お
り
、
こ
こ
に
木
簡
の
用
法
の
進
展
が
う
か
が
え
る
。
　
今
後
は
こ
れ
ら
の
時
期
差
を
つ
な
ぐ
、
七
世
紀
の
日
本
の
文
書
行
畑中日本古代の木簡を用いた官営工房運営の源流397
政
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
飛
鳥
池
木
簡
に
検
討
を
加
え
、
改
め
て
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
注
（
1
）
　
長
登
銅
山
遺
跡
の
報
告
書
に
は
『
長
登
銅
山
跡
1
ー
古
代
製
錬
銅
　
　
遺
跡
・
発
掘
調
査
報
告
ー
』
（
山
口
県
美
東
町
教
育
委
員
会
、
一
九
　
　
九
〇
年
）
、
『
長
登
銅
山
跡
H
』
（
同
、
一
九
九
三
年
）
、
『
長
登
銅
山
　
　
跡
皿
』
（
同
、
一
九
九
八
年
）
が
あ
る
。
写
真
に
つ
い
て
は
『
長
登
　
　
銅
山
跡
出
土
木
簡
図
録
－
古
代
の
銅
生
産
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
’
m
長
登
　
　
1
』
（
美
東
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
）
、
釈
文
は
『
美
東
町
史
』
　
　
（
美
東
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
、
二
〇
〇
　
　
四
年
）
を
参
照
し
た
。
山
口
県
内
の
鉱
山
遺
跡
の
概
要
に
つ
い
て
は
　
　
『
山
口
県
史
通
史
編
　
原
始
・
古
代
』
（
山
口
県
、
二
〇
〇
八
年
）
が
　
　
あ
る
。
主
な
研
究
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
八
木
充
a
「
奈
良
時
代
　
　
の
銅
の
生
産
と
流
通
－
長
登
木
簡
か
ら
見
た
ー
」
（
『
日
本
古
代
出
土
　
　
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
九
年
。
初
出
二
〇
〇
〇
年
）
。
同
　
　
b
「
長
登
木
簡
か
ら
見
た
古
代
銅
生
産
」
（
上
記
著
書
所
収
。
初
出
　
　
一
九
九
三
年
）
。
同
c
「
長
登
銅
山
と
東
大
寺
」
（
『
山
口
県
史
通
史
　
　
編
』
所
収
）
。
佐
藤
信
a
「
長
門
長
登
銅
山
と
大
仏
造
立
」
（
『
出
土
　
　
史
料
の
古
代
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
。
b
「
律
令
　
　
国
家
と
銅
－
長
門
長
登
銅
山
と
大
仏
造
立
1
」
（
笹
山
晴
生
編
『
日
　
　
本
律
令
制
の
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
。
橋
本
義
則
　
　
「
銅
の
生
産
・
消
費
の
現
場
と
木
簡
」
（
平
川
南
・
沖
森
卓
也
・
栄
原
　
永
遠
男
・
山
中
章
編
『
文
字
と
古
代
日
本
3
流
通
と
文
字
』
吉
川
弘
　
　
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
。
竹
内
亮
a
「
木
簡
か
ら
み
た
長
登
銅
山
の
　
銅
生
産
体
制
」
（
『
和
同
開
称
を
め
ぐ
る
諸
問
題
（
一
）
』
科
学
研
究
　
　
費
補
助
金
基
礎
研
究
（
B
）
（
2
）
「
富
本
銭
と
和
同
開
珠
の
系
譜
を
　
　
め
ぐ
る
比
較
研
究
」
研
究
代
表
者
一
松
村
恵
司
、
二
〇
〇
七
年
）
、
　
　
同
b
「
古
代
官
営
採
銅
事
業
と
雇
役
制
ー
長
登
銅
山
跡
出
土
の
庸
米
　
　
荷
札
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
栄
原
永
遠
男
・
西
山
良
平
・
吉
川
真
　
　
司
編
『
律
令
国
家
史
論
集
』
塙
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
池
田
善
文
　
　
「
古
代
の
美
祢
」
（
『
美
東
町
史
』
通
史
編
）
な
ど
。
（
2
）
　
拙
稿
a
「
長
登
銅
山
遺
跡
出
土
の
銅
付
札
木
簡
に
関
す
る
一
試
論
」
　
　
（
『
木
簡
研
究
』
二
五
、
二
〇
〇
三
年
）
。
b
「
長
登
銅
山
に
み
る
日
　
　
本
古
代
の
銅
の
流
通
と
輸
送
経
路
」
（
鐘
江
宏
之
・
鶴
間
和
幸
編
　
　
『
東
ア
ジ
ア
海
を
め
ぐ
る
交
流
の
歴
史
的
展
開
』
東
方
書
店
、
二
〇
　
　
一
〇
年
）
。
（
3
）
　
サ
善
泰
a
「
新
出
木
簡
か
ら
み
た
百
済
の
文
書
行
政
」
（
『
朝
鮮
学
　
　
報
』
第
二
一
五
輯
、
二
〇
一
〇
年
、
篠
原
啓
方
訳
）
。
ま
た
、
韓
国
　
　
の
研
究
者
の
方
々
か
ら
直
接
に
口
頭
で
も
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
（
4
）
　
韓
国
木
簡
の
調
査
に
あ
た
り
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
の
諸
先
生
　
　
方
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
特
に
学
芸
研
究
士
の
李
錯
賢
氏
に
は
　
　
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
を
記
し
た
い
。
（
5
）
　
日
本
に
お
け
る
韓
国
木
簡
に
つ
い
て
の
主
要
な
研
究
を
あ
げ
る
。
　
　
朝
鮮
文
化
研
究
所
編
『
韓
国
出
土
木
簡
の
世
界
』
（
雄
山
閣
、
二
〇
　
　
〇
七
年
）
。
工
藤
元
男
・
李
成
市
編
『
東
ア
ジ
ア
古
代
出
土
文
字
資
　
　
料
の
研
究
』
（
雄
山
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
。
上
記
の
二
冊
に
は
、
日
韓
　
　
研
究
者
に
よ
る
韓
国
出
土
木
簡
に
関
す
る
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　
ま
た
近
年
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
申
昌
秀
・
李
柱
憲
「
韓
国
の
398東洋文化研究14号
　
　
古
代
木
簡
出
土
遺
跡
に
つ
い
て
ー
城
山
山
城
木
簡
の
出
土
様
相
と
意
　
　
味
1
」
（
『
古
代
文
化
』
第
五
六
巻
第
一
↓
号
、
二
〇
〇
四
年
、
井
上
　
　
直
樹
訳
）
。
三
上
喜
孝
「
日
韓
木
簡
学
の
現
状
と
そ
の
整
理
状
況
」
　
　
（
『
唐
代
史
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
〇
六
年
）
、
李
成
市
a
「
韓
国
木
　
　
簡
研
究
の
現
在
ー
新
羅
木
簡
研
究
の
成
果
を
中
心
に
」
（
『
東
ア
ジ
ア
　
　
古
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
所
収
）
、
同
b
「
東
ア
ジ
ア
の
木
簡
　
　
文
化
ー
伝
播
の
過
程
を
読
み
と
く
」
（
木
簡
学
会
編
『
木
簡
か
ら
古
　
　
代
が
み
え
る
』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
〇
年
）
。
サ
善
泰
b
「
韓
国
古
　
　
代
木
簡
の
出
土
現
況
と
展
望
」
（
『
韓
国
出
土
木
簡
の
世
界
』
所
収
）
。
　
　
橋
本
繁
a
「
韓
国
木
簡
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と
古
代
史
研
究
1
戚
安
・
　
　
城
山
山
城
木
簡
の
共
同
調
査
よ
り
ー
」
（
『
史
滴
』
三
〇
号
、
二
〇
〇
　
　
八
年
）
。
同
b
「
韓
国
木
簡
研
究
の
現
在
」
（
『
歴
史
評
論
』
七
一
五
、
　
　
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。
ま
た
同
c
「
新
刊
紹
介
韓
国
木
簡
学
会
編
　
　
『
木
簡
と
文
字
』
」
（
『
木
簡
研
究
』
第
三
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）
に
は
、
　
　
二
〇
〇
八
年
よ
り
刊
行
が
始
ま
っ
た
韓
国
木
簡
学
会
の
機
関
紙
で
あ
　
　
る
『
木
簡
斗
文
字
』
（
木
簡
と
文
字
、
第
↓
巻
・
二
巻
）
に
収
録
さ
　
　
れ
て
い
る
韓
国
木
簡
に
関
す
る
論
考
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
6
）
　
例
え
ば
百
済
の
文
書
行
政
を
木
簡
か
ら
考
察
し
た
サ
善
泰
氏
の
論
　
　
考
が
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
（
3
）
a
論
文
）
。
（
7
）
　
李
成
市
前
掲
注
（
5
）
b
論
文
。
（
8
）
　
橋
本
繁
d
「
近
年
出
土
の
韓
国
木
簡
に
つ
い
て
」
（
『
木
簡
研
究
』
　
　
第
三
三
号
、
二
〇
＝
年
）
。
（
9
）
　
扶
余
で
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
は
、
「
百
済
木
簡
』
（
国
立
扶
余
　
　
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
。
日
本
語
版
あ
り
）
、
『
明
刈
ス
τ
・
吾
暑
晋
干
　
　
叫
号
祉
司
朴
囚
（
百
済
中
興
を
夢
見
る
陵
山
里
寺
趾
）
』
国
立
扶
余
　
　
博
物
館
、
二
〇
一
〇
年
）
に
、
写
真
版
お
よ
び
釈
文
が
紹
介
さ
れ
て
　
　
い
る
。
各
木
簡
の
概
要
に
つ
い
て
は
ヂ
善
泰
c
「
木
簡
か
ら
み
た
百
　
　
済
洒
批
都
城
の
内
と
外
」
（
前
掲
注
（
5
）
『
韓
国
出
土
木
簡
の
世
界
』
　
　
所
収
）
な
ど
を
参
照
。
（
1
0
）
国
立
扶
余
文
化
財
研
究
所
編
『
扶
余
官
北
里
百
済
遺
蹟
　
発
掘
報
　
　
告
皿
』
二
〇
〇
九
年
。
（
1
1
）
　
城
山
山
城
に
つ
い
て
は
、
『
日
韓
共
同
研
究
資
料
集
　
威
安
城
山
　
　
山
城
木
簡
』
（
早
稲
田
大
学
朝
鮮
文
化
研
究
所
・
大
韓
民
国
国
立
加
　
　
耶
文
化
財
研
究
所
編
、
雄
山
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
と
し
て
、
日
本
語
　
　
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
研
究
に
つ
い
て
は
、
申
昌
秀
・
李
柱
憲
前
　
　
掲
注
（
5
）
論
文
。
橋
本
繁
e
「
城
山
山
城
木
簡
と
六
世
紀
新
羅
の
　
　
地
方
支
配
」
（
前
掲
注
（
5
）
『
東
ア
ジ
ア
古
代
出
土
文
字
資
料
の
研
　
　
究
』
）
、
橋
本
前
掲
注
（
5
）
b
論
文
な
ど
。
（
1
2
）
橋
本
繁
f
「
金
海
出
土
『
論
語
』
木
簡
と
新
羅
社
会
」
（
『
朝
鮮
学
　
　
報
』
第
一
九
三
輯
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。
（
1
3
）
　
月
城
咳
字
木
簡
に
つ
い
て
は
、
サ
善
泰
d
「
月
城
核
字
出
土
新
羅
　
　
木
簡
に
対
す
る
基
礎
的
検
討
」
（
前
掲
注
（
5
）
『
韓
国
出
土
木
簡
の
　
　
世
界
』
所
収
）
。
市
大
樹
「
慶
州
月
城
核
字
出
土
の
四
面
墨
書
木
簡
」
　
　
（
『
飛
鳥
藤
原
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。
初
出
二
〇
〇
　
　
八
年
）
な
ど
。
（
1
4
）
　
橋
本
繁
9
「
慶
州
雁
鴨
池
木
簡
と
新
羅
内
廷
」
（
前
掲
注
（
5
）
　
　
『
韓
国
出
土
木
簡
の
世
界
』
所
収
）
。
（
1
5
）
　
論
語
木
簡
に
つ
い
て
は
李
成
市
前
掲
注
（
5
）
b
論
文
。
ま
た
講
　
　
演
録
で
も
同
木
簡
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
（
c
　
　
「
古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
木
簡
文
化
の
受
容
」
（
『
東
海
史
学
』
第
　
　
四
五
号
、
二
〇
一
一
年
）
。
（
1
6
）
　
羅
州
伏
岩
里
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
末
に
『
羅
州
伏
岩
畑中日本古代の木簡を用いた官営工房運営の源流399
　
里
遺
蹟
1
』
（
国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
）
が
刊
行
　
さ
れ
た
。
出
土
木
簡
に
つ
い
て
は
金
聖
範
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
　
　
a
「
羅
州
伏
岩
里
。
π
司
蒼
豆
明
刈
昇
社
斗
7
1
叫
ロ
τ
升
垂
む
弁
　
暑
（
羅
州
伏
岩
里
遺
跡
出
土
の
百
済
木
簡
と
そ
の
他
の
文
字
関
連
遺
　
物
）
」
（
『
木
簡
斗
文
字
』
第
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）
、
同
b
「
羅
州
伏
　
岩
里
遺
蹟
出
土
百
済
木
簡
到
考
古
学
的
研
究
」
（
公
州
大
学
大
学
院
　
文
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
〇
年
。
同
論
文
は
発
掘
報
告
書
に
考
　
察
と
し
て
所
収
）
な
ど
。
以
下
、
金
聖
範
氏
の
見
解
は
b
論
文
に
よ
　
　
る
。
ま
た
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
八
日
に
羅
州
市
で
開
催
さ
れ
た
シ
　
　
ン
ポ
ジ
ゥ
ム
『
6
～
7
矧
7
1
曽
妊
君
。
π
曽
斗
州
刈
（
六
～
世
紀
栄
　
　
山
江
流
域
と
百
済
）
」
（
国
立
羅
州
文
化
財
研
究
所
・
東
新
大
学
校
文
　
　
化
博
物
館
共
催
。
以
下
『
予
稿
集
』
と
す
る
）
の
予
稿
集
に
、
八
本
　
　
の
報
告
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
伏
岩
里
木
簡
の
釈
読
は
、
　
　
複
数
の
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
平
川
南
氏
・
李
成
市
　
　
氏
ら
に
よ
っ
て
読
み
直
さ
れ
た
釈
文
に
よ
っ
た
。
平
川
南
a
「
日
本
　
　
古
代
の
地
方
木
簡
と
羅
州
木
簡
」
（
『
予
稿
集
』
所
収
）
、
李
成
市
d
　
　
「
韓
日
古
代
社
会
に
お
け
る
羅
州
伏
岩
里
木
簡
の
位
置
」
（
『
予
稿
集
』
　
　
所
収
）
橋
本
前
掲
注
（
8
）
b
論
文
。
（
1
7
）
　
金
聖
範
注
（
1
6
）
b
論
文
。
李
成
市
注
（
1
6
）
d
論
文
な
ど
。
な
　
　
お
こ
の
庚
午
年
を
統
一
新
羅
文
武
王
一
〇
年
の
六
七
〇
年
と
み
な
す
　
　
説
も
あ
る
。
（
1
8
）
　
小
田
寛
貴
・
金
恵
貞
「
羅
州
伏
岩
里
遺
跡
出
土
遺
物
の
、
C
年
代
　
　
測
定
」
（
前
掲
注
（
1
6
）
『
羅
州
伏
岩
里
遺
蹟
1
』
）
。
（
1
9
）
　
宋
義
政
「
三
国
時
代
の
銅
製
品
製
作
に
つ
い
て
」
（
『
国
立
歴
史
民
　
　
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
五
八
集
、
二
〇
一
〇
年
。
平
群
達
哉
訳
）
。
（
2
0
）
　
長
屋
王
家
木
簡
に
「
銅
造
所
」
の
文
言
が
み
え
、
邸
宅
内
で
銅
製
　
　
品
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
［
平
城
京
木
簡
ニ
ー
一
九
五
五
］
。
　
　
ま
た
、
平
城
京
内
に
も
製
銅
関
連
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
　
　
て
い
る
。
鬼
頭
清
明
「
古
代
都
城
の
庶
民
生
活
の
一
形
態
－
平
城
京
　
　
内
の
鋳
銅
工
人
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
古
代
木
簡
と
都
城
の
研
究
』
塙
　
　
童
旦
房
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
出
一
九
九
四
年
）
。
（
2
1
）
　
前
掲
注
（
1
）
『
山
口
県
史
』
。
七
世
紀
以
前
の
銅
の
産
地
、
採
掘
、
　
　
製
錬
遺
跡
等
に
つ
い
て
は
、
亀
田
修
一
「
日
本
に
お
け
る
銅
製
品
の
　
　
始
ま
り
」
（
前
掲
注
（
1
9
）
『
研
究
報
告
』
）
を
参
照
。
（
2
2
）
　
八
木
前
掲
注
（
1
）
a
論
文
な
ど
。
（
2
3
）
　
「
造
東
大
寺
司
牒
案
」
（
『
大
日
本
古
文
書
』
二
五
－
一
五
五
～
七
、
　
　
第
一
一
六
号
、
一
一
九
号
）
。
船
に
よ
っ
て
長
門
国
か
ら
東
大
寺
へ
　
　
銅
の
輸
送
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
2
4
）
　
「
雪
伎
里
」
［
三
〇
六
号
］
の
読
み
に
つ
い
て
は
、
雪
が
ス
ス
グ
と
　
　
読
む
こ
と
か
ら
、
ス
ス
キ
と
し
て
「
渚
鋤
里
」
と
同
じ
里
の
可
能
性
　
　
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
八
木
充
d
「
周
防
・
長
門
の
産
業
と
民
衆
の
　
　
負
担
」
（
前
掲
注
（
1
）
「
山
口
県
史
』
）
。
（
2
5
）
　
八
木
充
前
掲
注
（
1
）
a
論
文
。
（
2
6
）
　
李
成
市
前
掲
注
（
1
6
）
d
論
文
。
（
2
7
）
　
こ
の
箇
所
の
釈
読
に
つ
い
て
金
聖
範
氏
は
「
州
久
川
」
と
し
た
が
、
　
　
本
稿
で
は
李
成
市
氏
ら
の
読
み
に
従
っ
て
「
川
」
で
な
く
「
門
」
と
　
　
し
た
。
写
真
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
（
2
8
）
　
前
掲
注
（
1
6
）
金
聖
範
・
李
成
市
d
論
文
。
（
2
9
）
　
長
さ
四
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
四
面
に
記
載
の
あ
る
木
簡
で
　
　
あ
り
、
支
薬
児
（
薬
の
調
剤
や
処
方
な
ど
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
　
　
と
み
ら
れ
る
実
務
者
か
）
へ
の
米
支
給
を
記
す
。
初
日
か
ら
八
日
ま
　
　
で
、
食
米
三
斗
な
い
し
四
斗
を
支
給
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
帳
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簿
や
集
計
の
役
割
を
果
た
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
三
面
と
　
　
四
面
は
習
書
的
な
記
載
と
な
っ
て
い
る
（
前
掲
注
（
9
）
『
百
済
木
　
　
簡
』
）
。
（
3
0
）
　
沈
相
六
・
李
美
賢
・
李
孝
重
「
早
明
‘
ス
τ
砦
層
君
ヱ
司
。
丁
司
，
喫
　
　
‘
唄
州
・
π
淵
「
，
を
呈
昇
社
見
ユ
（
扶
余
　
中
央
聖
潔
教
会
遺
跡
お
　
　
よ
び
ト
ゥ
イ
ッ
ケ
遺
跡
出
土
木
簡
報
告
）
」
（
『
木
簡
斗
文
字
』
第
六
　
　
号
、
二
〇
一
一
年
）
、
橋
本
前
掲
注
（
8
）
b
論
文
で
報
告
さ
れ
て
　
　
い
る
が
、
遺
跡
の
性
格
等
に
つ
い
て
の
研
究
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
と
　
　
い
え
よ
う
。
官
北
里
に
隣
接
し
て
お
り
酒
批
都
城
と
の
関
わ
り
で
考
　
　
え
ら
れ
る
。
（
3
1
）
　
周
防
国
大
島
郡
の
調
塩
の
荷
札
は
、
平
城
京
内
や
長
屋
王
邸
跡
で
　
　
も
複
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。
周
防
国
と
長
登
銅
山
所
在
の
長
門
国
は
　
　
隣
接
し
て
お
り
、
こ
れ
も
本
来
は
中
央
政
府
に
お
さ
め
ら
れ
る
べ
き
　
　
性
格
で
あ
っ
た
が
、
や
は
り
長
登
に
直
接
納
入
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
　
　
な
お
陵
山
里
寺
三
〇
四
号
木
簡
に
「
送
塩
二
石
」
が
見
え
て
い
る
。
　
　
ヂ
善
泰
氏
は
、
表
面
は
釈
迦
誕
生
の
儀
礼
に
参
加
し
た
僧
侶
を
ま
と
　
　
め
た
名
簿
の
一
つ
で
あ
り
、
裏
面
は
別
人
に
よ
る
追
記
の
メ
モ
で
、
　
　
儀
礼
に
参
加
し
た
僧
侶
も
し
く
は
寺
へ
の
送
っ
た
品
が
記
載
さ
れ
た
　
　
と
理
解
す
る
。
表
裏
に
書
か
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
後
日
行
な
わ
　
　
れ
る
塩
出
納
帳
簿
の
整
理
の
た
め
、
お
も
て
面
と
結
び
つ
け
て
メ
モ
　
　
を
残
し
て
お
い
た
と
指
摘
す
る
（
ヂ
善
泰
前
掲
注
（
3
）
a
論
文
）
。
　
　
木
簡
が
完
形
で
な
い
こ
と
、
文
言
が
断
片
的
な
こ
と
か
ら
内
容
の
判
　
　
断
は
難
し
い
が
、
「
二
石
」
と
大
量
な
こ
と
か
ら
、
一
個
人
に
対
す
　
　
る
支
給
で
は
な
い
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
（
3
2
）
　
二
〇
〇
七
年
度
新
出
の
木
簡
四
五
号
。
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
の
　
　
図
録
『
ロ
τ
君
，
ユ
司
幸
（
文
字
、
そ
れ
以
後
）
』
（
二
〇
＝
年
）
　
　
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
3
3
）
　
「
除
公
」
は
こ
れ
ま
で
「
除
乙
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
平
川
南
氏
　
　
や
李
成
市
氏
に
よ
っ
て
「
除
公
」
と
読
み
直
さ
れ
た
。
こ
の
除
公
は
　
　
李
成
市
氏
に
よ
っ
て
正
倉
院
所
蔵
「
新
羅
村
落
文
書
」
に
見
え
る
男
　
　
子
の
年
齢
六
区
分
に
見
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
　
　
（
1
6
）
d
論
文
）
。
な
お
「
除
公
」
の
年
齢
比
定
に
つ
い
て
は
幅
が
あ
　
　
る
が
、
「
除
」
の
字
か
ら
課
役
免
除
を
受
け
る
年
齢
区
分
と
し
て
理
　
　
解
す
る
説
も
あ
る
（
浜
中
昇
「
統
一
新
羅
の
年
齢
区
分
と
税
制
」
　
　
（
『
朝
鮮
古
代
の
経
済
と
社
会
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
）
。
（
3
4
）
　
サ
善
泰
e
「
叫
ス
丁
昇
曽
司
看
呈
叫
刈
昇
社
到
暑
三
（
羅
州
伏
　
　
岩
里
出
土
百
済
木
簡
の
用
途
）
」
（
前
掲
注
（
1
6
）
『
予
稿
集
』
所
収
）
。
（
3
5
）
　
実
見
し
た
所
、
周
囲
が
面
取
り
さ
れ
る
な
ど
、
極
め
て
丁
寧
に
加
　
　
工
さ
れ
て
い
る
。
（
3
6
）
　
李
成
市
前
掲
注
（
1
6
）
d
論
文
。
（
3
7
）
　
「
毛
羅
」
は
、
耽
羅
（
済
州
島
）
や
毛
良
夫
里
（
高
培
郡
高
培
邑
）
　
　
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
三
国
史
記
』
巻
三
六
地
理
志
3
　
　
武
州
に
よ
る
と
、
「
高
塙
県
」
は
、
元
は
百
済
の
毛
良
夫
里
県
で
あ
　
　
り
、
景
徳
王
（
七
四
二
年
即
位
）
に
よ
っ
て
改
名
さ
れ
た
（
現
在
の
　
　
全
羅
北
道
高
敵
郡
）
。
ま
た
「
半
那
」
は
半
那
夫
里
県
（
現
在
の
羅
　
　
州
市
播
南
面
）
と
考
え
ら
れ
る
。
（
3
8
）
　
拙
稿
前
掲
注
（
2
）
a
論
文
。
（
3
9
）
　
望
月
悠
佑
「
律
令
国
家
に
お
け
る
駄
馬
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
三
　
　
七
二
、
二
〇
〇
八
年
）
。
長
登
銅
山
に
お
け
る
銅
駄
の
利
用
に
つ
い
　
　
て
は
、
拙
稿
前
掲
注
（
2
）
b
論
文
を
参
照
。
（
4
0
）
　
李
成
市
前
掲
注
（
1
6
）
d
論
文
、
平
川
前
掲
注
（
1
6
）
a
論
文
。
　
　
「
形
」
の
表
記
は
、
扶
余
の
宮
南
池
木
簡
［
二
九
七
号
］
に
も
「
水
畑中日本古代の木簡を用いた官営工房運営の源流401
　
　
田
五
形
」
の
文
字
が
み
え
て
お
り
、
百
済
に
お
け
る
土
地
面
積
を
示
　
　
す
単
位
と
さ
れ
て
い
る
。
（
4
1
）
　
金
聖
範
前
掲
注
（
1
6
）
b
論
文
。
（
4
2
）
　
金
聖
範
氏
は
、
租
税
を
把
握
す
る
た
め
の
記
録
木
簡
で
あ
っ
た
と
　
　
理
解
し
て
い
る
。
（
4
3
）
　
金
聖
範
前
掲
注
（
1
6
）
b
論
文
。
『
北
史
』
巻
九
四
列
伝
百
済
・
　
　
耽
牟
羅
国
に
「
其
外
更
有
二
五
方
の
中
方
日
二
古
沙
城
↓
東
方
日
二
得
　
　
安
城
ハ
南
方
日
二
久
知
下
城
ハ
西
方
日
二
刀
先
城
ハ
北
方
日
二
熊
津
城
ご
　
　
と
み
え
る
。
（
4
4
）
　
李
成
市
前
掲
注
（
1
6
）
d
論
文
。
（
4
5
）
　
拙
稿
前
掲
注
（
2
）
a
論
文
。
豊
前
門
司
な
ど
へ
の
輸
送
に
用
い
　
　
ら
れ
た
荷
札
に
は
「
送
付
先
＋
銅
イ
ン
ゴ
ッ
ト
の
重
量
＋
枚
数
」
が
　
　
記
さ
れ
た
木
簡
が
添
付
さ
れ
た
。
（
4
6
）
　
朴
泰
祐
・
鄭
海
溶
・
サ
智
煕
「
扶
余
双
北
里
二
八
〇
1
五
番
地
出
　
　
土
木
簡
報
告
」
（
『
木
簡
斗
文
字
』
第
二
号
、
二
〇
〇
八
年
。
出
土
状
　
　
況
等
に
つ
い
て
は
、
橋
本
前
掲
注
（
5
）
b
論
文
を
参
照
し
た
。
（
4
7
）
　
前
掲
注
（
1
1
）
『
威
安
城
山
山
城
木
簡
』
付
編
「
扶
余
・
双
北
里
　
　
木
簡
」
。
（
4
8
）
　
橋
本
繁
h
「
城
山
山
城
木
簡
の
製
作
技
法
」
（
前
掲
注
（
1
1
）
『
威
　
　
安
城
山
山
城
木
簡
』
所
収
）
。
（
4
9
）
　
東
潮
「
三
国
新
羅
の
考
古
学
と
倭
」
（
武
田
幸
男
編
『
古
代
を
考
　
　
え
る
　
日
本
と
朝
鮮
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。
（
5
0
）
　
両
説
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
朴
鍾
益
「
威
安
城
山
山
城
の
発
掘
調
　
　
査
と
出
土
木
簡
の
性
格
」
（
前
掲
注
（
5
）
『
韓
国
の
古
代
木
簡
』
所
　
　
収
。
朴
現
慶
訳
）
を
参
照
。
（
5
1
）
　
稗
を
穀
物
と
す
る
説
は
、
平
川
南
b
「
威
安
韓
国
・
城
山
山
城
木
　
　
簡
」
（
前
掲
注
（
1
1
）
『
威
安
城
山
山
城
木
簡
』
所
収
）
な
ど
。
（
5
2
）
　
七
世
紀
の
荷
札
木
簡
に
つ
い
て
は
『
評
制
下
荷
札
木
簡
集
成
』
　
　
（
独
立
行
政
法
人
文
化
財
研
究
所
・
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
、
東
京
　
　
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。
（
5
3
）
　
堀
部
猛
「
工
房
の
運
営
i
飛
鳥
池
遺
跡
を
中
心
に
ー
」
（
前
掲
注
　
　
（
1
）
『
文
字
と
古
代
日
本
3
　
流
通
と
文
字
』
）
、
『
飛
鳥
藤
原
京
木
　
　
簡
』
一
、
解
説
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
参
照
。
（
5
4
）
　
前
掲
注
（
1
6
）
『
羅
州
伏
岩
里
遺
跡
1
』
「
遺
物
写
真
」
を
参
照
。
　
　
刀
形
の
木
製
品
は
陵
山
里
寺
趾
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
　
　
木
材
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
（
祭
祀
で
の
使
用
な
ど
）
。
（
5
5
）
　
平
川
前
掲
注
（
1
6
）
a
論
文
。
（
5
6
）
　
石
上
英
一
「
古
代
に
お
け
る
日
本
の
税
制
と
新
羅
の
税
制
」
（
『
朝
　
　
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
＝
、
一
九
七
四
年
）
。
ほ
か
に
浜
中
前
掲
　
　
注
（
3
3
）
論
文
な
ど
。
（
5
7
）
　
「
六
十
四
斤
」
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
布
の
重
量
に
換
　
　
算
す
る
と
、
極
め
て
体
積
が
大
き
く
な
る
。
平
川
氏
の
指
摘
通
り
、
　
　
六
と
四
を
分
け
て
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
（
5
8
）
　
月
城
核
字
の
「
斤
」
に
つ
い
て
、
深
津
行
徳
氏
は
書
体
の
分
析
か
　
　
ら
「
斗
」
と
み
な
し
、
月
城
咳
字
木
簡
で
は
紙
の
単
位
で
あ
っ
た
可
　
　
能
性
を
指
摘
す
る
（
深
津
行
徳
「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
書
体
・
書
風
」
　
　
『
文
字
と
古
代
日
本
5
文
字
表
現
の
獲
得
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
　
　
六
年
）
。
書
体
に
つ
い
て
の
判
断
は
難
し
い
が
、
「
斤
」
と
読
む
こ
と
　
　
も
可
能
で
あ
り
、
か
つ
紙
の
単
位
と
し
て
は
「
斤
」
の
方
が
、
整
合
　
　
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
ま
た
、
二
〇
一
一
年
に
新
た
に
扶
余
の
双
北
里
安
全
セ
ン
タ
ー
敷
　
　
地
か
ら
出
土
し
た
付
札
木
簡
に
、
「
斤
」
と
み
ら
れ
る
文
字
が
記
載
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さ
れ
て
い
る
。
上
部
左
右
に
切
り
込
み
の
あ
る
形
式
の
付
札
木
簡
だ
　
　
が
、
肉
眼
で
は
文
字
列
を
判
読
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
現
在
、
赤
外
　
　
線
撮
影
に
よ
っ
て
「
五
（
玉
）
石
六
（
九
）
十
斤
」
と
の
判
読
例
が
　
　
示
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字
列
の
確
定
に
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
　
　
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
遺
跡
か
ら
は
建
物
跡
の
ほ
か
、
溶
解
炉
、
増
塙
、
　
　
ス
ラ
グ
等
が
出
土
し
て
い
る
。
ス
ラ
グ
の
分
析
か
ら
、
あ
か
が
ね
、
　
　
ス
ズ
、
鉛
、
砒
素
な
ど
の
金
属
物
質
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
官
衙
工
　
　
房
遺
跡
で
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
年
代
は
、
　
　
共
伴
の
土
器
等
か
ら
七
世
紀
前
半
か
ら
半
ば
と
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
　
　
遺
跡
の
性
格
等
も
あ
わ
せ
て
、
今
後
の
調
査
の
進
展
を
待
っ
て
か
ら
　
　
検
討
を
加
え
た
い
。
舎
立
層
「
早
明
魁
昇
司
1
1
9
魁
遭
刷
日
早
　
　
勾
一
ス
百
呈
昇
社
斜
用
甚
斗
暑
三
「
（
扶
余
双
北
里
1
1
9
安
全
セ
ン
　
　
タ
i
敷
地
出
土
木
簡
の
内
容
と
判
読
）
」
（
『
木
簡
斗
文
字
』
第
六
号
、
　
　
二
〇
一
一
年
）
、
橋
本
前
掲
注
（
8
）
d
論
文
。
（
5
9
）
　
金
属
器
に
斤
数
を
記
す
例
に
は
、
正
倉
院
南
倉
の
八
稜
花
形
銀
盤
　
　
が
あ
り
、
底
裏
に
「
重
大
三
斤
四
両
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
現
重
量
　
　
は
二
二
〇
〇
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
日
本
古
代
の
度
量
衡
に
換
算
す
る
と
、
　
　
一
斤
あ
た
り
六
四
七
グ
ラ
ム
と
な
る
（
重
量
に
つ
い
て
は
第
六
一
回
　
　
『
正
倉
院
展
』
目
録
、
二
〇
〇
九
年
）
。
奈
良
時
代
の
大
斤
は
六
七
〇
　
　
グ
ラ
ム
と
さ
れ
る
の
で
、
ほ
ぼ
実
態
と
合
致
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
　
　
日
本
の
度
量
衡
に
つ
い
て
は
、
亀
田
隆
之
「
古
代
の
「
斤
」
に
つ
い
　
　
て
」
（
『
古
事
類
苑
月
報
』
七
、
　
一
九
六
七
年
）
、
葉
賀
七
三
男
「
生
　
　
銅
」
（
『
日
本
鉱
業
会
誌
』
　
一
〇
三
二
、
一
九
七
四
年
）
、
大
隅
亜
希
　
　
子
「
奈
良
時
代
権
衡
制
度
に
関
す
る
↓
考
察
－
大
小
制
の
問
題
を
中
　
　
心
と
し
て
ー
」
（
『
計
量
史
研
究
』
二
三
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
参
照
。
（
6
0
）
　
『
階
書
』
志
第
十
一
律
暦
上
、
衡
椹
。
中
国
の
度
量
衡
に
つ
い
て
　
　
は
、
中
国
国
家
計
量
総
局
主
編
『
中
国
古
代
度
量
衡
図
集
』
（
山
田
　
　
慶
児
・
浅
原
達
郎
共
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。
　
　
な
お
階
代
の
も
の
と
さ
れ
る
鉄
製
分
銅
（
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
）
の
　
　
重
さ
は
六
九
三
・
一
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
階
の
一
斤
に
あ
た
る
と
い
う
。
（
6
1
）
　
『
寧
楽
遺
文
』
中
巻
　
宗
教
編
上
。
「
丈
六
光
銘
」
の
成
立
年
代
に
　
　
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
が
、
遅
く
と
も
文
武
天
皇
の
時
期
の
成
立
と
　
　
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
（
福
山
敏
男
「
飛
鳥
寺
の
創
立
に
関
す
る
研
　
　
究
」
『
日
本
建
築
史
研
究
』
墨
水
書
房
、
一
九
六
八
年
）
、
八
世
紀
初
　
　
頭
ま
で
の
度
量
衡
を
反
映
し
て
い
る
と
み
て
お
く
。
（
6
2
）
　
『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
』
一
、
解
説
（
前
掲
注
（
5
3
）
）
参
照
。
（
6
3
）
　
拙
稿
前
掲
注
（
2
）
a
論
文
。
（
6
4
）
　
先
端
を
円
形
に
加
工
し
た
木
簡
に
、
扶
余
官
北
里
二
八
五
号
木
簡
　
　
が
あ
る
（
穿
孔
も
あ
り
）
。
日
本
で
も
三
条
九
ノ
坪
遺
跡
（
兵
庫
県
　
　
芦
屋
市
）
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
（
『
木
簡
研
究
』
十
九
、
一
九
九
　
　
七
年
）
。
下
端
は
折
れ
て
欠
損
し
て
い
る
が
、
長
さ
一
九
九
ミ
リ
、
　
　
幅
三
三
ミ
リ
、
厚
さ
六
ミ
リ
と
い
う
大
き
さ
も
共
通
す
る
点
で
あ
る
。
　
　
「
壬
子
年
」
の
年
紀
は
白
維
三
年
（
六
五
二
）
の
可
能
性
が
指
摘
さ
　
　
れ
て
お
り
、
日
本
最
古
級
の
木
簡
で
あ
る
。
ま
た
渡
辺
晃
宏
氏
は
長
　
　
屋
王
家
跡
よ
り
出
土
し
た
伝
票
木
簡
に
、
類
似
の
形
状
の
木
簡
が
存
　
　
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
渡
辺
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
　
　
れ
ら
の
加
工
の
目
的
、
二
次
的
整
形
か
否
か
を
、
日
韓
の
木
簡
を
合
　
　
わ
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
（
渡
辺
晃
宏
「
日
本
古
代
の
都
　
　
城
木
簡
と
羅
州
木
簡
」
『
予
稿
集
』
所
収
）
。
（
6
5
）
　
扶
余
陵
山
里
二
九
九
号
木
簡
に
、
「
至
丈
」
「
至
女
」
な
ど
の
名
前
　
　
が
見
え
て
い
る
。
（
6
6
）
　
李
成
市
前
掲
注
（
1
6
）
d
論
文
。
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The　Origin　of　the　Management　System　of　Ancient　Japanese
Public　Factory　with　Wooden　Tablets　　The　Comparative
Study　of　Wooden　Tablets　Excavated　from　Naganqbori　Copper
Mine　and　from　Naju　Bogam－ri　Site　in　Korea
HATANAKA　Ayako
Key　words：Wooden　Tablet，　Naganobori　Copper　Mine，　Bogam－ri　Site，
Public　Factory，　Management　System
木簡，長登銅山遺跡，羅州伏岩里遺跡，官営工房，文書行政
　　　This　report　compares　wooden　tablets　found　in　Japan　with　ones　in
Korea　to　elucidate　the　origin　of　the　management　system　of　ancient
public　factories．　In　this　report　I　investigate　wooden　tablets　especially
excavated　at　Naganobori　copper　mine（耳フ柊二且司・長登銅山）Site，　in
Yamaguchi　Prefecture，　Japan．　Moreover，　I　compare　them　with　ones
from　Bogam－ri（昇♀｝司・伏岩里）Site，　in　Naju　city（耳手・羅州），
Korea．　Wooden　tablets　from　Naganobori，　including　tags　of　copper
ingots，　documents　and　receipts　et　al．，　were　used　for　controle　of　taking
this　public　mining　and　smelting　factory　in　the　8th　century．　Bogam－ri
Site　is　the　one　of　local　government　office　of　the　Baekje　Kingdom　in　the
7th　century，　from　this　ruins　a　variety　of　wooden　tablets，　crucibles，
vessel　and　slags　were　excavated．
　　　Analysis　about　descriptions　and　shapes　of　wooden　tablets　reveals
some　common　facts．　First，　wooden　tablets　were　used　for　managing
local　government，　to　supply　and　provide　food　such　as　rice．　Second，
both　government　offices　utilized　wooden　tablets　for　levying　labors　and
for　searching　fugitives．　These　wooden　tablets　will　be　able　to　clarify
the　ancient　local　governmental　societies．
　　　In　addition，　I　examine　other　wooden　tablets　excavated　in　Japan
and　in　Korea　comprehensively，　so　that　I　can　elucidate　the　relationship
between　ancient　Eastern　Asia．
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